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はじめに

こ こ では、 次の内容について説明し ます。

 • 対象読者および使用 （i ページ）

 • 表記法 （i ページ）

 • Unity Connection のマニ ュ アル （ii ページ）

 • マニ ュ アルの入手方法およびテ ク ニカル サポー ト （ii ページ）

 • シ ス コ製品のセキ ュ リ テ ィ （iii ページ）

対象読者および使用
こ のマニ ュ アルでは、 Cisco Unity Connection と サポー ト 対象バージ ョ ンの Cisco Unified 
Communications Manager と の連動を設定する手順について説明し ます。 Skinny Call Control 
Protocol （SCCP） を介し た Cisco Unity Connection と の連動がサポー ト さ れてい る  Cisco 
Unified CM のバージ ョ ンの リ ス ト については、 『Cisco Unity Connection の互換性マ ト リ ク ス』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html） を参照し
て く だ さ い。

表記法
『Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP イ ンテグ レーシ ョ ン  
ガ イ ド  リ リ ース  11.x』 では、 次の表記法を使用し ています。

表 1 Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP イ ンテグ
レーシ ョ ン ガイ ド  リ リース 11.xの表記法 

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用し ます。

 • キーおよびボ タ ン名。 （例 ： [OK] を選択し ます）。

 • ユーザが入力する情報。 （例 ： [ユーザ名 （User Name） ] ボ ッ
ク スに Administrator と 入力し ます）。

< >

（山カ ッ コ）

ユーザが値を指定するパ ラ メ ータ を囲むために使用し ます。 （例 ：
[コ マン ド  プ ロ ンプ ト （Command Prompt） ] ウ ィ ン ド ウ で ping 
<IP ア ド レ ス> と 入力し ます）。
i
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『Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP イ ンテグ レーシ ョ ン  
ガ イ ド  リ リ ース  11.x』 では、 次の表記法も使用し ます。

（注） 「注釈」 です。 役立つ情報や、 こ のマニ ュ アル以外の参照資料など を紹介し ています。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記述されて
います。

Unity Connection のマニュアル
Cisco.com にあ る  Unity Connection のマニ ュ アルの説明 と  URL については、 『Documentation 
Guide for Cisco Unity Connection』 を参照し て く だ さ い。 こ のマニ ュ アルは Unity Connection に
同梱さ れてお り 、 次の URL か ら も入手で き ます。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/roadmap/11xcucdg.html 

Cisco Business Edition に関するマニュアル リ フ ァ レンス
Unity Connection 11.x のマニ ュ アル セ ッ ト では、 Cisco Business Edition および Cisco Business 
Edition への参照は Business Edition 6000/7000 のみに適用さ れます。その他の Business Edition に
は参照が適用さ れません。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、 テ ク ニカル サポー ト 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新さ れる 『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照し て く だ さ い。 シ ス コ の新
規および改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

- 

（ハイ フ ン）

同時に押す必要があ る キーを表し ます。 （例 ： Ctrl-Alt-Delete を押
し ます）。

> 

（右向き の山カ ッ コ）

メ ニ ュー上の選択項目を区切る ために使用し ます （例 ： Windows 
の [ス ター ト ] メ ニ ューか ら  [プ ロ グ ラ ム] > [Cisco Unified 
Serviceability] > [Real-Time Monitoring Tool] の順に選択し ます）。

Cisco Unity Connection Administration のナビゲーシ ョ ン  バー 
（例 ： Cisco Unity Connection Administration で、 [シ ス テム設定] > 
[詳細設定] と 展開し ます）。

表 1 Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP イ ンテグ
レーシ ョ ン ガイ ド  リ リース 11.xの表記法 （続き）

表記法 説明
ii
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『What's New in Cisco Product Documentation』 は Really Simple Syndication （RSS） フ ィ ード と し て
購読でき ます。 また、 任意の リ ーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て コ ンテンツがデス ク ト ッ プに
直接配信される よ う に設定する こ と もでき ます。 RSS フ ィ ード は無料のサービ スです。 シス コは
現在、 RSS バージ ョ ン 2.0 をサポー ト し ています。

シスコ製品のセキュ リ テ ィ
本製品には暗号化機能が備わってお り 、 輸入、 輸出、 配布および使用に適用される米国および
他の国での法律を順守する も の と し ます。 シ ス コ の暗号化製品を譲渡された第三者は、 その暗
号化技術の輸入、 輸出、 配布、 および使用を許可さ れたわけではあ り ません。 輸入業者、 輸出
業者、 販売業者、 およびユーザは、 米国および他の国での法律を順守する責任があ り ます。 本
製品を使用する にあたっては、 関係法令の順守に同意する必要があ り ます。 米国および他の国
の法律を順守で き ない場合は、 本製品を至急送 り 返し て く だ さ い。

米国の輸出規制の詳細については、 http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html で参照でき ます。
iii
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Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager
C H A P T E R 1

はじめに

連動の説明
Cisco Unified Communications Manager SCCP 連動では、 LAN ま たは WAN を介し た接続が確立
さ れます。 ゲー ト ウ ェ イ か ら公衆電話交換網 （PSTN） に接続で き ます。

SCCP を介し た Cisco Unity Connection と の連動がサポー ト さ れてい る  Cisco Unified CM のバー
ジ ョ ンの リ ス ト については、 『 Cisco Unity Connection の互換性マ ト リ ク ス  』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html） を参照し
て く だ さ い。

こ のマニ ュ アルは、Unity Connection が Cisco Unified CM か ら の別のサーバで イ ン ス ト ール さ れ
ている場合にだけ適用さ れます。 Unity Connectionが Cisco Unified CM と 同じ サーバに Cisco 
Business Edition と し て イ ン ス ト ール さ れた構成では、 こ のマニ ュ アルは適用さ れません。

コール情報
電話シ ス テムでは、 転送さ れた通話に関する次の情報を送信し ます。

 • 着信側の内線番号

 • 発信側の内線番号 （内線通話の場合） ま たは発信側の電話番号 （外線通話においてシ ス テ
ムで発信者 ID が使用さ れる場合）

 • 転送の理由 （内線が通話中であ る、 応答し ない、 ま たはすべての コールを転送する よ う に
設定さ れている）

Unity Connection は、 こ の情報を使用し て、 コールに適切に応答し ます。 た と えば、 Unity 
Connection に転送さ れた通話への応答には、 ユーザのパーソ ナル グ リ ーテ ィ ングが使用さ れま
す。 電話シ ス テムが コールを転送する と き に、 こ の情報を付加し なかった場合、 Unity 
Connection はコールにオープニング  グ リ ーテ ィ ングで応答し ます。

連動の機能
Unity Connection と の Cisco Unified CM SCCP 連動には、 次の機能が用意さ れています。

 • パーソ ナル グ リ ーテ ィ ン グへの自動転送

 • 通話中グ リ ーテ ィ ン グへの自動転送

 • 発信者 ID
1-1
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第 1 章      はじめに        

連動の機能
 • 容易な メ ッ セージ  ア ク セス （ユーザは ID を入力し な く て も メ ッ セージを取得で き ます。
Unity Connection では、 通話発信元の内線番号に基づいてユーザを識別し ます。 パス ワー ド
が必要にな る場合があ り ます）

 • 識別さ れたユーザの メ ッ セージ （Unity Connection では、 転送さ れた内線通話中に メ ッ セー
ジを残し たユーザを、 通話発信元の内線番号に基づいて自動的に識別し ます）。

 • メ ッ セージ待機イ ンジケータ （MWI）

こ の連動の機能は、 次に説明する問題の影響を受け る場合があ り ます。

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony （SRST） ルータの使用

ネ ッ ト ワーク に Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony （SRST） ルータ が含まれてい る
状況で、 Cisco Unified SRST ルータ が Cisco Unified CM か ら通話処理機能を引き継いだ場合
（WAN リ ン ク のダ ウ ンなどの理由で）、 支社の電話機は動作を続行で き ます。 ただ し、 こ の場
合は、 連動機能に次の制約が加え られます。

 • 通話中グ リ ーテ ィ ン グへの通話転送 ： Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て 
FXO/FXS 接続を使用し てい る状況で、支社か ら  Cisco Unity Connection に着信が転送された
場合、 通話中グ リ ーテ ィ ン グ を再生する こ と はで き ません。

 • 内線グ リ ーテ ィ ン グへの通話転送 ： Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て FXO/FXS 
接続を使用し ている状況で、 支社か ら  Cisco Unity Connection に着信が転送さ れた場合、 内
線グ リ ーテ ィ ン グ を再生する こ と はで き ません。 PSTN は FXO 回線の発番号を提供する た
め、 発信者はユーザ と し て識別さ れません。

 • 着信転送 ： PSTN に到達する にはア ク セ ス  コー ド が必要であ る ため、 Unity Connection か ら
支社への着信転送は失敗し ます。

 • 識別さ れている ユーザの メ ッ セージ ： Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て 
FXO/FXS 接続を使用し、 支社のユーザが メ ッ セージを残し た り 通話を転送し た り する場
合、 そのユーザは識別さ れません。 発信者は、 身元不明発信者 と 表示されます。

 • メ ッ セージ待機イ ンジケータ ： MWI は支社の電話機では更新さ れません。 そのため、 新規
メ ッ セージが到着し た場合や、 すべての メ ッ セージを聞いた場合、 MWI はその状況を正し
く 反映し ません。 WAN リ ン ク が再確立さ れた場合は、 MWI を再同期化する こ と を推奨し
ます。

 • ルーテ ィ ン グ規則 ： Cisco Unified SRST ルータ が PSTN に対し て FXO/FXS 接続を使用し て
いる状況で、 支社か ら  Cisco Unity Connection に着信が到達し た場合 （一般の着信ま たは転
送呼）、 ルーテ ィ ン グ規則は失敗し ます。

Cisco Unified SRST ルータ が PRI/BRI 接続を使用し ている場合、支社か ら  Unity Connection への
通話の発信者 ID は、 PSTN に よ って提供さ れる完全な番号 （局番および内線番号） と な る場合
があ る ため、 Unity Connection ユーザの内線番号 と 一致し ない こ と があ り ます。 こ のケースに
該当する場合は、 代行内線番号を使用し て発信者 ID を認識する よ う に Unity Connection を設定
で き ます。

SRST を使用する場合は、 Redirected Dialed Number Information Service （RDNIS） がサポー ト さ
れている必要があ り ます。

Cisco Unified SRST ルータ の設定については、 該当する 『Cisco Unified SRST System 
Administrator Guide』 の 「Integrating Voice Mail with Cisco Unified SRST」 の章を参照し て く だ さ
い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2169/products_installation_and_configuration_g
uides_list.html にあ り ます。
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複数の電話システムとの連動
AAR によ って転送されるボイス メ ール通話に与える  RDNIS の送信不能の影響 

自動代替ルーテ ィ ン グ （AAR） を使用する場合は、 RDNIS がサポー ト さ れてい る必要があ り
ます。

AAR では、 WAN が加入過多の状態になった場合に、 PSTN を介し て通話を転送でき ます。 ただ
し、 PSTN を介し て再転送される場合は、 RDNIS が影響を受け る こ と があ り ます。 Cisco Unity 
Connection がその メ ッ セージ ク ラ イ アン ト に対し て リ モー ト であ る場合は、 RDNIS 情報に誤 り
が生じ る こ と によ り 、 AAR が PSTN を介し て再転送する ボ イ ス メ ール通話が影響を受け る こ と
があ り ます。 RDNIS 情報が誤っている場合、 通話はダ イ ヤル先のユーザのボ イ ス メ ール ボ ッ ク
スに到達せず、 代わ り に自動受付のプロ ンプ ト を受信し ます。 その場合、 発信者は、 到達先の
内線番号を再入力する よ う に要求される こ と があ り ます。 こ の動作は主に、 電話通信事業者が
ネ ッ ト ワーク を介し た RDNIS を保証でき ない場合の問題です。 通信事業者が RDNIS の正常な
送信を保証でき ない理由は数多 く あ り ます。 通信事業者に問い合わせて、 回線のエン ド ツーエ
ン ド で RDNIS の送信を保証し ているかど う かを確認し て く だ さ い。 オーバーサブス ク リ プシ ョ
ンの状態になった WAN に対し て AAR を使用する代わ り の方法は、 単に、 オーバーサブス ク リ
プシ ョ ンの状況で発信者に リ オーダー ト ーンが聞こ え る よ う にする こ と です。

複数の電話システムとの連動
Unity Connection は、 複数の電話シ ス テム と 同時に連動で き ます。 サポー ト さ れる最大の組み
合わせ数、 および Unity Connection と 複数の電話シ ス テム を連動させる手順については、
『Multiple Phone System Integration Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x 』 を参照し て く
だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/integration/guide/multiple_inte
gration/cuc11xintmultiple.html にあ り ます。
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Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager
C H A P T E R 2

Cisco Unity Connection によるボイス メ ッ
セージ ポー ト の使用方法の計画

ポー ト 設定の計画
電話シ ス テム をプ ロ グ ラ ミ ン グする前に、 Cisco Unity Connection でどの よ う にボ イ ス  メ ッ セー
ジ ポー ト を使用する かを計画する必要があ り ます。 電話シ ス テムのプ ロ グ ラ ミ ン グ （ハン ト  
グループの設定、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト への コール転送など） について、 以下の検討事項
があ り ます。

 • イ ン ス ト ール済みのボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の数。

Unity Connection ク ラ ス タ では、 他のサーバが機能停止し た場合に、 すべてのボ イ ス  メ ッ
セージ ト ラ フ ィ ッ ク を処理する のに十分なポー ト が各 Unity Connection サーバに割 り 当て
られている必要があ り ます。 Cisco Unified CM サーバには、 すべての Unity Connection サー
バのために設置さ れた十分な数のポー ト が用意されている必要があ り ます。

 • 通話に応答する ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の数。

 • 発信専用のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の数。 た と えば、 メ ッ セージ通知の送信、 メ ッ セージ
受信イ ンジケータ （MWI） の設定、 電話での録音および再生 （TRAP） 接続などで使用し
ます。

次の表は、Cisco Unity Connection Administration の [テレ フ ォ ニー統合 （Telephony Integration） ] > 
[ポー ト （Port） ] で設定で き る、 Cisco Unity Connection のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定を示
し ています。

表 2-1 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定 

フ ィ ール ド 説明

[有効化 （Enabled） ] ポー ト を有効にする には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。 ポー ト は通常
の動作中に有効にな り ます。

ポー ト を無効にする には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。 ポー ト が無効
になってい る場合にポー ト を呼び出す と 、 呼び出し音は鳴 り ますが、 応答はあ り
ません。 通常、 ポー ト は、 テ ス ト 中イ ン ス ト ーラ に よ ってだけ無効にな り ます。

[サーバ （Server） ] （Unity Connection ク ラ ス タ の場合に限る） こ のポー ト を処理する  Unity Connection 
サーバの名前を選択し ます。

詳細については、 「Cisco Unity Connection ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の
設定」 を参照し て く だ さ い。

[内線番号 （Extension） ] 電話システムで割 り 当て られている よ う に、 ポー ト に対する内線番号を入力し ます。
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イ ンス ト ールするボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
インス ト ールするボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
イ ン ス ト ールする ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の数は、 以下の多 く の要因に よ って決ま り ます。

 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と き に Unity Connection が応答する通話の数。

 • 発信者が録音し てユーザが聞 く 個々の メ ッ セージの想定される長さ。

 • ユーザ数。

 • 発信専用に設定さ れる ポー ト の数。

 • メ ッ セージの到着通知のために発信する通話の数。

[コールへの応答 （Answer 
Calls） ]

ポー ト を通話への応答用に指定する には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。
こ れら の通話は、 識別で き ない発信者ま たはユーザか ら の着信です。

[ メ ッ セージ通知を実行する
（Perform Message Notification） ]

ポー ト をユーザに対する メ ッ セージ通知用に指定する には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク
ス をオンに し ます。 稼働率が最も低いポー ト に [ メ ッ セージ通知を実行する
（Perform Message Notification） ] を割 り 当て ます。

[MWI 要求を送信する （Send 
MWI Requests） ]

ポー ト での MWI のオン /オフ を指定する には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し
ます。 稼働率が最も低いポー ト に [MWI 要求を送信する （Send MWI Requests） ] 
を割 り 当て ます。

[TRAP 接続を許可する
（Allow TRAP Connections） ]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、 ユーザは Unity Connection の Web アプ リ
ケーシ ョ ンで電話機を録音および再生デバイ ス と し て使用する こ と がで き ます。
稼働率が最も低いポー ト に [TRAP 接続を許可する （Allow TRAP Connections） ] を
割 り 当て ます。

[発信ハン ト  オーダー
（Outgoing Hunt Order） ]

Unity Connection が発信の と き に使用する ポー ト の優先順位を指定し ます （[ メ ッ
セージ通知を実行する （Perform Message Notification） ] 、 [MWI 要求を送信する
（Send MWI Requests） ]、 ま たは [TRAP 接続を許可する （Allow TRAP 
Connections） ] のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し た場合など）。 値の最も大き いポー
ト が最初に使用さ れます。 ただ し、 複数のポー ト で [発信ハン ト  オーダー
（Outgoing Hunt Order） ] の値が同じ になっている場合、 Unity Connection は最も長
い時間ア イ ド ル状態になってい る ポー ト を使用し ます。

[セキ ュ リ テ ィ  モー ド
（Security Mode） ]

該当する セキ ュ リ テ ィ  モー ド を選択し ます。

 • [非セキ ュ ア （Non-secure） ] ： コールシグナ リ ング  メ ッ セージが ク リ ア （暗号
化さ れていない） テキ ス ト と し て送信さ れ、 認証さ れた  TLS ポー ト ではな く 、
非認証ポー ト を使用し て  Cisco Unified CM に接続さ れる ため、 コールシグナ
リ ング  メ ッ セージの完全性 と プ ラ イバシーは保証さ れません。 ま た、 メ デ ィ
ア  ス ト リ ーム も暗号化さ れません。

 • [認証 （Authenticated） ] ： コールシグナ リ ン グ  メ ッ セージは、 認証さ れた TLS 
ポー ト を使用し て  Cisco Unified CM に接続さ れる ため、 完全性が保証さ れま
す。 ただ し、 ク リ ア （暗号化さ れていない） テキ ス ト で送信さ れる ため、
コールシグナ リ ング  メ ッ セージのプ ラ イバシーは保証さ れません。 ま た、 メ
デ ィ ア  ス ト リ ーム も暗号化さ れません。

 • [暗号化 （Encrypted） ] ： コールシグナ リ ング メ ッ セージは、 認証された TLS 
ポー ト を使用し て Cisco Unified CM に接続され、 暗号化される ため、 完全性 と
プ ラ イバシーが保証されます。 また、 メ デ ィ ア ス ト リ ーム も暗号化されます。

表 2-1 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定 （続き）

フ ィ ール ド 説明
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通話に応答するボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定  
 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と き にア ク テ ィ ブにする  MWI の数。

 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と きに必要にな る  TRAP 接続の数 （TRAP 接続は、
Unity Connection の Web アプ リ ケーシ ョ ンが電話で再生および録音する と きに使用し ます）。

 • コール ト ラ フ ィ ッ ク がピーク状態の と き に自動受付およびコール ハン ド ラ を使用する通話
の数。

 • Unity Connection ク ラ ス タ が設定さ れてい る かど う か。 詳細については、 「Unity Connection 
ク ラ ス タ に関する考慮事項」 セ ク シ ョ ン （2-4 ページ） を参照し て く だ さ い。

シ ス テム  リ ソースが未使用ポー ト に割 り 当て られない範囲で、 必要な数のボ イ ス  メ ッ セージ  
ポー ト だけを イ ン ス ト ールする こ と を推奨し ます。

通話に応答するボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が応答する通話は、 身元不明発信者ま たはユーザか ら の着信であ る
可能性があ り ます。 通常、 通話に応答する ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト は、 稼働率が最も高 く な
り ます。

ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト は、 通話への応答 と 発信 （た と えば、 メ ッ セージの到着通知を送信
する） の両方を行 う よ う に設定で き ます。 ただ し、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が複数の機能を
実行する場合、 稼働率の高い状態にあ る （た と えば、 多数の通話に応答し ている） と きは、 残
り の機能はボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が開放さ れる まで遅延さ れる こ と があ り ます （た と えば、
応答する通話数が減る まで メ ッ セージの到着通知を送信で き ない）。 最高のパフ ォーマン ス を
得る には、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト を応答専用 と 発信専用に分け ます。 ポー ト の機能を分割
する こ と に よ り 、 コ リ ジ ョ ンが発生する可能性を最小限に抑え る こ と がで き ます。 こ の よ う に
し た場合、 Unity Connection がポー ト をオフ フ ッ ク に し て発信する と 同時に、 着信コールが
ポー ト に到着し ます。

シ ス テムが Unity Connection ク ラ ス タ用に設定さ れてい る場合は、 「Unity Connection ク ラ ス タ
に関する考慮事項」 セ ク シ ョ ン （2-4 ページ） を参照し て く だ さ い。

発信するボイス メ ッ セージ ポー ト の数の決定
発信専用で コールに応答し ないポー ト では、 以下の処理を実行で き ます。

 • メ ッ セージが到着した こ と を、 電話、 ポケ ッ ト ベル、 または電子 メ ールでユーザに通知する。

 • ユーザの内線で MWI のオン と オフ を切 り 替え る。

 • TRAP Unity Connection を確立し て、 ユーザが Unity Connection の Web アプ リ ケーシ ョ ンで
電話機を録音および再生デバイ ス と し て使用で き る よ う にする。

通常、 こ の よ う なボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト は最も稼働率が低いポー ト です。

シ ス テムが Unity Connection ク ラ ス タ用に設定さ れてい る場合は、 「Unity Connection ク ラ ス タ
に関する考慮事項」 セ ク シ ョ ン （2-4 ページ） を参照し て く だ さ い。

注意 電話シ ス テム をプ ロ グ ラ ムする と きは、 Unity Connection の通話に応答で き ないボ イ ス  メ ッ
セージ ポー ト （[コールへの応答 （Answer Calls） ] が設定さ れていないボ イ ス  メ ッ セージ  ポー
ト ） に通話を送信し ない よ う に し て く だ さ い。 た と えば、 ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト を  [MWI 要
求を送信する （Send MWI Requests） ] だけに設定し た場合、 そのポー ト に通話を送信し ないで
く だ さ い。
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Unity Connection ク ラス タに関する考慮事項
Unity Connection ク ラス タに関する考慮事項
シ ス テムが Unity Connection ク ラ ス タ用に設定さ れてい る場合は、 次のシナ リ オでのボ イ ス  
メ ッ セージ  ポー ト の使用方法について検討し て く だ さ い。

両方の Unity Connection サーバが機能し ている場合

 • 電話シ ス テムは、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ト ラ フ ィ ッ ク を処理する必要のあ る  SCCP ボ イ ス メ ー
ル ポー ト  デバイ スの 2 倍の台数でプ ロ ビジ ョ ニング し ます。

 • ハン ト  グループは、 着信を最初にサブス ク ラ イバ サーバに送信し、 次に、 サブス ク ラ イバ 
サーバで応答ポー ト を使用で き ない場合はパブ リ ッ シ ャ  サーバに送信し ます。

 • 両方の Unity Connection サーバがア ク テ ィ ブで、 シ ス テムのボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ
ク を処理し ます。

 • Cisco Unity Connection Administration では、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が次の よ う に割 り 当
て られます。

 – サブス ク ラ イバ サーバは、 シ ス テムの大部分の着信コールに応答し ます。

 – パブ リ ッ シ ャ  サーバは、 大部分の発信コールを処理し ます （MWI 要求および通知）。

こ のマニ ュ アルでは、 適切な時期にボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト を特定の Unity Connection 
サーバに割 り 当て る よ う 推奨し ています。

 • 両方の Unity Connection サーバのボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト が電話シ ス テムに登録さ れてい
ます。

 • 1 つの Unity Connection サーバに割 り 当て られる ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の数は、 他の 
Unity Connection サーバが機能停止し た と き にシ ス テムのすべてのボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ
フ ィ ッ ク （応答 と 発信） を処理する のに十分であ る必要があ り ます。

ボ イ ス  メ ッ セージ  ト ラ フ ィ ッ ク を処理する ために両方の Unity Connection サーバが機能し
ている必要があ る場合は、 いずれかのサーバが機能停止する と シ ス テムの容量は十分では
な く な り ます。

 • 各 Unity Connection サーバには、 ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト 数の合計の半分が割 り 当て られ
ます。

すべてのボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が 1 つの Unity Connection サーバに割 り 当て られる と 、
も う  1 つの Unity Connection サーバは通話に応答し た り 、 発信し た り で き な く な り ます。

 • 各 Unity Connection サーバには、 通話に応答し、 （た と えば、 MWI を設定する ために） 発信
で き る ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が割 り 当て られている必要があ り ます。 詳細については、
第 4 章 「Cisco Unity Connection ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定」 を参照し て く
だ さ い。
2-4
Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP イ ンテグレーシ ョ ン  ガイ ド  リ リース 11.x



第 2 章      Cisco Unity Connection によるボイス メ ッ セージ ポー ト の使用方法の計画

Unity Connection ク ラ ス タに関する考慮事項  
1 つの Unity Connection サーバだけが機能し ている場合

 • 機能停止し た Unity Connection サーバのボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト か ら、 電話シ ス テムの 
SCCP ボ イ ス メ ール ポー ト  デバイ スが登録解除さ れます。

 • 電話シ ス テムのハン ト  グループが、 機能し ている  Unity Connection サーバにすべての通話
を送信し ます。

 • 機能し ている  Unity Connection サーバは、 シ ス テムのすべてのボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ
フ ィ ッ ク を受信し ます。

 • 機能し ている  Unity Connection サーバに割 り 当て られる ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の数は、
シ ス テムのすべてのボ イ ス  メ ッ セージ  ト ラ フ ィ ッ ク （応答 と 発信） を処理する のに十分で
あ る必要があ り ます。

 • 機能し ている  Unity Connection サーバには、 通話に応答し、 （た と えば、 MWI を設定する た
めに） 発信で き る ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が必要です。 詳細については、 第 4 章
「Cisco Unity Connection ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定」 を参照し て く だ さ い。

機能し ている  Unity Connection サーバに通話応答用のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト がない場合、
シ ス テムは着信に応答で き ません。 同様に、 機能し ている  Unity Connection サーバに発信
用のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト がない場合、 シ ス テムは （た と えば、 MWI を設定する ため
に） 発信で き ません。
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Unity Connection ク ラス タに関する考慮事項
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Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager
C H A P T E R 3

Cisco Unified Communications Manager SCCP 
連動の設定

概要
Cisco Unity Connection と の Cisco Unified Communications Manager 11.x SCCP 連動設定の詳細に
ついては、 こ の章の以下の項を参照し て く だ さ い。

こ のマニ ュ アルは、Unity Connection が Cisco Unified CM か ら の別のサーバで イ ン ス ト ール さ れ
ている場合にだけ適用さ れます。 Unity Connectionが Cisco Unified CM と 同じ サーバに Cisco 
Business Edition と し て イ ン ス ト ール さ れた構成では、 こ のマニ ュ アルは適用さ れません。

（注） 分散電話シ ス テムで ト ラ ン ク全体に MWI リ レーを設定する場合は、 Cisco Unified CM のマニ ュ
アルを参照し、 要件や手順を確認する必要があ り ます。 ト ラ ン ク全体に MWI リ レーを設定す
る場合、 Unity Connection を設定する必要はあ り ません。

（注） ス タ ン ド ア ロ ン  サーバの Unity Connection と  Cisco Business Edition の Cisco Unified 
Communications Manager と の連動はサポー ト さ れていません。

連動タ スク
次の タ ス ク  リ ス ト では、 連動を作成および変更する ためのプ ロ セス を説明し ます。

SCCP を介した連動を作成するためのタ スク  リ ス ト

Skinny Call Control Protocol （SCCP） を介し て Unity Connection を Cisco Unified CM と 連動させる た
めの次のタ ス ク を実行する前に、 『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity 
Connection, Release 11.x, 』 の 「Installing Cisco Unity Connection」 の章に記載されている タ ス ク を実
行し、 Unity Connection サーバが連動可能な状態にあ る こ と を確認し ます。 この ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx.
html から入手でき ます。

1. シ ス テムや機器の要件を確認し て、 すべての電話シ ス テムおよび Unity Connection サーバ
が要件を満た し ている こ と を確認し ます。 「要件」 セ ク シ ョ ン （3-3 ページ）
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連動タ スク
2. Unity Connection に よ る ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の使用方法を計画し ます。 第 2 章
「Cisco Unity Connection に よ る ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の使用方法の計画」 を参照し て く
だ さ い

（注） Unity Connection 8.5(1) ES 20 以降では、 Unity Connection への コールの転送に使用さ れ
たボ イ ス メ ール ポー ト 、 ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 、 および CTI ルー ト  ポ イ ン ト が、
コール マネージ ャ の電話の DN と 同じ場合に、 転送された コールがユーザ グ リ ーテ ィ
ン グではな く 、 オープニン グ  グ リ ーテ ィ ン グにルーテ ィ ン グ されます。

3. Unity Connection が IPv6 ま たはデュ アル モー ド の IPv4 および IPv6 を使用し て Cisco 
Unified CM と 通信する場合は、 次のサブ タ ス ク を実行し て く だ さ い。

a. Unity Connection サーバ上で IPv6 を イ ネーブルに し ます。 『Cisco Unified 
Communications Operating System Administration Guide  for Cisco Unity Connection, Release 
11.x』 の 「Settings」 章の 「Ethernet IPv6 Configuration Settings」 の項を参照し て く だ さ
い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は 
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/os_administration/guid
e/11xcucosagx.html か ら入手で き ます。

b. Cisco Unity Connection の管理の [シ ス テム設定 （System Settings） ]  > [全般設定
（General Configuration） ] ページで、 Unity Connection が着信 ト ラ フ ィ ッ ク を リ ッ ス ンす
る場所を制御する  IP ア ド レ ッ シング  モー ド のオプシ ョ ン を選択し ます。 IPv4、 IPv6、
ま たは IPv4 と  IPv6 の両方か ら選択で き ます。 設定のデフ ォル ト は IPv4 です。

4. Cisco Unified CM をプ ロ グ ラ ム し ます。 「Cisco Unified CallManager電話シ ス テムのプ ロ グ ラ
ミ ン グ」 セ ク シ ョ ン （3-4 ページ）

5. 連動を作成し ます。 「Cisco Unified CM と の新し い連動の作成」 セ ク シ ョ ン （3-16 ページ）

（注） 新し い電話シ ス テム、 ポー ト  グループ、 およびポー ト を追加する こ と で Cisco 
Unified CM ク ラ ス タ を さ ら に追加で き ます。 各 Cisco Unified CM ク ラ ス タは個別の
電話シ ス テム連動です。

6. Cisco Unity Connection が Unity Connection ク ラ ス タ用に設定されている場合は、 ク ラ ス タ
内のすべてのサーバのボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト を設定し ます。 第 4 章 「Cisco Unity 
Connection ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定」 を参照し て く だ さ い

7. 連動をテ ス ト し ます。 第 5 章 「連動のテ ス ト 」 を参照し て く だ さ い

8. こ の連動が 2 番め以降の連動であ る場合は、 新し い電話シ ス テムに適切な新し いユーザ テ
ンプレー ト を追加し ます。 第 6 章 「複数の連動用の新し いユーザ テンプレー ト の追加」 を
参照し て く だ さ い

ボイス メ ッ セージ ポー ト 数を変更する タ スク  リ ス ト

次の タ ス ク  リ ス ト を使用し て、 作成後の連動用のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト 数を変更し ます。

1. Cisco Unified CM の管理 と  Cisco Unity Connection の管理 のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト 数を
変更し ます。 第 7 章 「ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト 数の変更」 を参照し て く だ さ い
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要件
Cisco Unified CM ク ラス タに Cisco Unified CM Express サーバを追加する
ためのタ スク  リ ス ト

次の タ ス ク  リ ス ト を使用し て、 Cisco Unified CM ク ラ ス タ に Cisco Unified Communications 
Manager （CM） Express （旧称 ： Cisco Unified CallManager Express） サーバを追加し ます。

1. Cisco Unified CM Express サーバが Unity Connection と の連動の要件を満た し ている こ と を確
認し ます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.
html で該当する  Cisco Unified CM Express イ ンテグ レーシ ョ ン  ガ イ ド を参照し て く だ さ い。

2. Cisco Unified CM Express サーバを  Cisco Unified CM 電話シ ス テム連動用のポー ト  グループ
に追加し ます。 付録 B 「Cisco Unified Communications Manager 連動への Cisco Unified 
Communications Manager Express の追加」 を参照し て く だ さ い

3. 必要に応じ て、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト を追加し ます。 第 7 章 「ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー
ト 数の変更」 を参照し て く だ さ い

要件
Cisco Unified CM SCCP 連動では、 次の コ ンポーネン ト の構成がサポー ト されます。

電話システム

 • Cisco Unified CM 11.x。

Cisco Unified CM の互換バージ ョ ンの詳細については、 『Cisco Unity Connection の互換性マ
ト リ ク ス』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html） を参
照し て く だ さ い。

 • Cisco Unified CM の内線に使用する次の電話機ま たは電話機の組み合わせ

 – Cisco Unified CM の内線に使用する  IP Phone だけ

 – Cisco Unified CM サーバに メ デ ィ ア  ター ミ ネーシ ョ ン  ポ イ ン ト （MTP） を割 り 当てて
いない Cisco Unified CM の内線に使用する  IP Phone と  SIP 電話機

 – Cisco Unified CM サーバに メ デ ィ ア  ター ミ ネーシ ョ ン  ポ イ ン ト  MTP を割 り 当てている  
Cisco Unified CM の内線に使用する  IP Phone と  SIP 電話機

 • 該当する電話機をネ ッ ト ワーク に接続する各場所の LAN 接続。

 • Cisco Unified CM ク ラ ス タ が複数あ る場合に、 ユーザが ト ラ ン ク  ア ク セス  コー ド ま たはプ
レ フ ィ ッ ク ス をダ イ ヤルする こ と な く 、 別の Cisco Unified CM ク ラ ス タ の内線番号をダ イ
ヤルで き る機能。

Unity Connection サーバ

 • 適切なバージ ョ ンの Unity Connection。 Unity Connection の互換バージ ョ ンの詳細について
は、 『Cisco Unity Connection の互換性マ ト リ ク ス』
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html） を参
照し て く だ さ い。
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集中型ボイス メ ッ セージ
 • 『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』 の
「Installing Cisco Unity Connection」 の章の手順に従って、 Unity Connection が イ ン ス ト ール
さ れ連動の準備が整っている。 こ の ド キ ュ メ ン ト は 
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xc
uciumgx.html か ら入手で き ます。

 • 適切な数のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト を有効化する ラ イ セン ス。

集中型ボイス メ ッ セージ
Cisco Unity Connection は、 電話システム を使用し た集中型ボ イ ス  メ ッ セージをサポー ト し てお
り 、 Avaya DCS、 Nortel MCDN、 Siemens CorNet などの専用プロ ト コルや、 QSIG または DPNSS 
などの規格ベースのプロ ト コルなど、 さ ま ざ まな電話シス テム間ネ ッ ト ワーキング  プロ ト コル
をサポー ト し ています。 集中型ボ イ ス  メ ッ セージは電話シス テム と その イ ン ターフ ォ ン  シ ス テ
ム  ネ ッ ト ワーク の機能であ り 、 ボ イ ス メ ールではない こ と に注意し て く だ さ い。 Unity 
Connection では、 電話システム と その イ ン ターフ ォ ン  シ ス テム  ネ ッ ト ワーキングが正し く 設定
されている場合に、 集中型ボ イ ス  メ ッ セージをサポー ト し ます。 詳細については、 『Design 
Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』 の 「Integrating Cisco Unity Connectionwith the Phone 
System」 章の 「Centralized Voice Messaging」 の項を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/11x/design/guide/11xcucdgx.html にあ り
ます。

Cisco Unified CallManager電話システムのプログラ ミ ング
Cisco Unified Communications Manager 電話シ ス テム と  Unity Connection と の連動をプ ロ グ ラ ム
する には、 次の手順を実行し ます。

ボイス メ ール ポー ト を含めるためのパーテ ィ シ ョ ンおよびコー リ ング サーチ スペースを追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理 で、 [コール ルーテ ィ ング （Call Routing） ]  > [コ ン ト ロールの ク ラ ス
（Class of Control） ]  > [パーテ ィ シ ョ ン （Partition） ]の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [パーテ ィ シ ョ ンの検索 と 一覧表示 （Find and List Partitions） ] ページで、 [新規追加 （Add New） ] 
を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [パーテ ィ シ ョ ンの設定 （Partition Configuration） ] ページに、 ボ イ ス メ ール ポー ト の電話番号
を含めるパーテ ィ シ ョ ンの名前 と 説明を入力し ます。 た と えば、 「VMRestrictedPT、 ボ イ ス
メ ール ポー ト の電話番号用パーテ ィ シ ョ ン」 と 入力し ます。

ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [新規追加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号にな るハン ト  パイ ロ ッ ト を含めるパーテ ィ シ ョ ンの名前 と 説明
を入力し ます。 た と えば、 「VMPilotNumberPT、 ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号用パーテ ィ シ ョ
ン」 と 入力し ます。

ステ ッ プ  7 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  8 [コール ルーテ ィ ン グ （Call Routing） ]  > [コ ン ト ロールの ク ラ ス （Class of Control） ]  > [コー リ
ン グ  サーチ スペース （Calling Search Space） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  9 [コー リ ン グ  サーチ スペースの検索 と 一覧表示 （Find and List Calling Search Spaces） ] ページ
で、 [新規追加 （Add New） ] を選択し ます。
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Cisco Unified CallManager 電話システムのプログラ ミ ング 
ステ ッ プ  10 [コー リ ン グ  サーチ スペースの設定 （Calling Search Space Configuration） ] ページの [名前
（Name） ] フ ィ ール ド に、 ス テ ッ プ 2 ～ ス テ ッ プ 4 で作成し たパーテ ィ シ ョ ン を含める コー リ
ン グ  サーチ スペースの名前を入力し ます。 た と えば、 「VMRestrictedCSS」 と 入力し ます。

ステ ッ プ  11 オプシ ョ ン と し て、 [説明 （Description） ] フ ィ ール ド に コー リ ング  サーチ スペースの説明を入
力で き ます。 た と えば、 「ボ イ ス メ ール ポー ト 電話番号」 と 入力し ます。

ステ ッ プ  12 [使用可能なパーテ ィ シ ョ ン （Available Partitions） ] リ ス ト で、 ス テ ッ プ 2 ～ ス テ ッ プ 4 で作成
し たパーテ ィ シ ョ ンの名前を選択し ます。 た と えば、 「VMRestrictedPT」 を選択し ます。

ステ ッ プ  13 [使用可能なパーテ ィ シ ョ ン （Available Partitions） ] リ ス ト 下部の↓を選択し ます。

[選択さ れたパーテ ィ シ ョ ン （Selected Partitions） ] リ ス ト にパーテ ィ シ ョ ンの名前が表示さ れ
ます。

ステ ッ プ  14 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  15 [関連 リ ン ク （Related Links） ] フ ィ ール ド で [検索/ リ ス ト に戻る （Back to Find/List） ] を選択し
て、 [移動 （Go） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  16 [コー リ ン グ  サーチ スペースの検索 と 一覧表示 （Find and List Calling Search Spaces） ] ページ
で、 [検索 （Find） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  17 ユーザの電話機で使用する コー リ ン グ  サーチ スペースの名前を選択し ます。

ステ ッ プ  18 [コー リ ン グ  サーチ スペースの設定 （Calling Search Space Configuration） ] ページの [使用可能
なパーテ ィ シ ョ ン （Available Partitions） ] リ ス ト で、 ス テ ッ プ 5 ～ ス テ ッ プ 7 で作成し たパー
テ ィ シ ョ ンの名前を選択し ます。 た と えば、 「VMPilotNumberPT」 を選択し ます。

注意 ユーザの電話機で使用する コー リ ン グ  サーチ スペースに、 ハン ト  パイ ロ ッ ト （ボ イ ス
メ ール パイ ロ ッ ト 番号にな る） が含まれるパーテ ィ シ ョ ンがない場合、 こ の電話か ら  
Unity Connection サーバに電話をかけ る こ と はで き ません。

ステ ッ プ  19 [使用可能なパーテ ィ シ ョ ン （Available Partitions） ] リ ス ト 下部の下向き矢印を選択し ます。

[選択さ れたパーテ ィ シ ョ ン （Selected Partitions） ] リ ス ト にパーテ ィ シ ョ ンの名前が表示さ れ
ます。

ステ ッ プ  20 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  21 Unity Connection にア ク セスする必要があ る残 り の コー リ ング  サーチ スペースについて も、
ス テ ッ プ 17 ～ ス テ ッ プ 20 を繰 り 返し ます。

ボイス メール ポー ト のデバイス プールの追加

ボイス メ ール ポー ト のデバイス プールを追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理で、 [シ ス テム （System） ] > [デバイ スプール （Device Pool） ] の順に選
択し ます。

ステ ッ プ  2 [デバイ ス  プールの検索 と 一覧表示 （Find and List Device Pools） ] ページで、 [新規追加 （Add 
New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [デバイ ス  プール設定 （Device Pool Configuration） ] ページで、 次の よ う にデバイ ス  プール設定
を入力し ます。
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ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ボイス メール ポー ト を Cisco Unified CM に追加し て Unity Connection に接続

ボイス メ ール ポー ト を  Cisco Unified CM に追加し て Unity Connection に接続する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理 で、 [拡張機能 （Advanced Features） ] > [ボ イ ス メ ール （Voice Mail） ] > 
[Cisco ボ イ ス メ ール ポー ト  ウ ィ ザー ド （Cisco Voice Mail Port Wizard） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [何を し ますか （What Would You Like to Do） ] ページで、 [新規 Cisco ボ イ ス メ ール サーバの作
成 と ポー ト の追加 （Create a new Cisco Voice Mail Server and Add Ports to It） ] を選択し、 [次へ
（Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [Cisco ボ イ ス メ ール サーバ （Cisco Voice Mail Server） ] ページにボ イ ス メ ール サーバの名前が
表示さ れます。 ボ イ ス メ ール サーバには、 デフ ォル ト の名前を使用する こ と を推奨し ます。 別
の名前を使用する必要があ る場合は、 9 文字以下の名前に し て く だ さ い。

ボ イ ス メ ール サーバ名は、 [ポー ト  グループの基本設定 （Port Group Basics） ] ページの Unity 
Connection の [デバイ ス名プレ フ ィ ッ ク ス （Device Name Prefix） ] フ ィ ール ド のボ イ ス  メ ッ
セージ ポー ト の名前 と  -VI が名前の最後に付加さ れた形で一致する必要があ り ます。 た と え
ば、 Cisco Unified CM の [デバイ ス名プレ フ ィ ッ ク ス （Device Name Prefix） ] が CiscoUM の場
合、 Unity Connection のボ イ ス メ ール サーバ名は CiscoUM-VI であ る必要があ り ます。

ステ ッ プ  4 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [Cisco ボ イ ス メ ール ポー ト （Cisco Voice Mail Ports） ] ページで、 追加を希望する ボ イ ス メ ール 
ポー ト の数を選択し （Unity Connection の ラ イ セン スで許可さ れた数よ り 多い値は指定で き な
い）、 [次へ （Next） ] を選択し ます。

表 3-1 [デバイス プール設定 （Device Pool Configuration） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

 [デバイ ス  プール設定 （Device Pool Configuration） ]
[デバイ スプール名
（Device Pool Name） ]

「Unity Connection Voice Mail Ports」 ま たは こ のデバイ ス  プールに関
する その他の説明を入力し ます。

[Cisco Unified CMグ
ループ （Cisco Unified 
Communications 
Manager Group） ]

こ のデバイ ス  プール内でボ イ ス メ ール ポー ト に割 り 当て る  Cisco 
Unified Communications Manager グループを選択し ます。

[ロー ミ ングに合わせて変化する設定 （Roaming Sensitive Settings） ]
[日時グループ
（Date/Time Group） ]

こ のデバイ ス  プール内でボ イ ス メ ール ポー ト に割 り 当て る日時グ
ループを選択し ます。

[地域 （Region） ] こ のデバイ ス  プール内でボ イ ス メ ール ポー ト に割 り 当て る  Cisco 
Unified CM の リ ージ ョ ン を選択し ます。

[SRST リ  フ  ァ  レ  ン  ス  
（SRST Reference） ]

必要に応 じ て、 こ のデバ イ ス  プール内でボ イ ス メ ール ポー ト に割
り 当て る  Survivable Remote Site Telephony （SRST） 参照先を選択 し
ます。
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Unity Connection ク ラ ス タ では、 各作成プ ロ セスの適切なサーバを選択し て、 パブ リ ッ シ ャ の
ボ イ ス メ ール ポー ト の数を入力し てか ら、 サブス ク ラ イバのボ イ ス メ ール ポー ト の数を入力
し ます。

Unity Connection を複数の Cisco Unified CM ク ラ ス タ と 連動させる場合は、 Unity Connection と
連動するすべての Cisco Unified CM ク ラ ス タ上のポー ト 総数が Unity Connection ラ イ セン スで
有効にな る ポー ト 数を超えない よ う に、 こ こ で入力する数値を考慮する必要があ り ます。

ステ ッ プ  6 [Cisco ボ イ ス メ ール デバイ ス情報 （Cisco Voice Mail Device Information） ] ページで、 次の よ う
にボ イ ス メ ール デバイ ス設定を入力し ます。

ステ ッ プ  7 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  8 [Cisco ボ イ ス メ ール電話番号 （Cisco Voice Mail Directory Numbers） ] ページで、 次の よ う にボ
イ ス メ ール電話番号の設定を入力し ます。

表 3-2 [Cisco ボイス メール デバイス情報 （Cisco Voice Mail Device Information） ] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[説明 （Description） ] 「Cisco ボ イ ス メ ール ポー ト 」 と 入力する か、 ボ イ ス メ ール デバイ スの
別の説明を入力し ます。

[デバイ スプール
（Device Pool） ]

ボ イ ス メ ール ポー ト 用に作成し たデバイ ス  プールの名前を選択し ます。
た と えば、 Unity Connection のボ イ ス メ ール ポー ト を選択し ます。

[コー リ ングサーチ
スペース （Calling 
Search Space） ]

ユーザの電話機および必要なすべてのネ ッ ト ワーク  デバイ スへの発信
を可能にする ための コー リ ング  サーチ スペースの名前を選択し ます。

こ の コー リ ング  サーチ スペースには、 Cisco Unity Connection がア ク セ
スする （通話中の転送、 到着通知 メ ッ セージ、 MWI のア ク テ ィ ベー
シ ョ ンなど） 必要があ るすべてのデバイ ス を包含するパーテ ィ シ ョ ンが
含まれている必要があ り ます。

[AARコー リ ング
サーチスペース
（AAR Calling Search 
Space） ]

デフ ォル ト の [な し （None） ] を受け入れます。

[参照先 （Location） ] [Hub_None] を選択し ます。

[デバイ スセキ ュ リ
テ ィ モー ド （Device 
Security Mode） ]

ボ イ ス メ ール ポー ト で使用する セキ ュ リ テ ィ  モー ド を選択し ます。 ボ
イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の Cisco Unified CM 認証および暗号化の設定方
法の詳細については、 付録 A 「Cisco Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セー
ジ ポー ト の Cisco Unified Communications Manager 認証および暗号化」
を参照し て く だ さ い。

[信頼さ れた リ レー
ポ イ ン ト を使用
（Use Trusted Relay 
Point） ]

デフ ォル ト の設定を受け入れる か、 別の設定を選択し ます。
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ステ ッ プ  9 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  10 [ こ れら の電話番号を回線グループに追加し ますか（Do You Want to Add These Directory Numbers 
to a Line Group） ] ページで [いいえ。 後か ら追加し ます。 （No, I Will Add Them Later） ] を選択し、
[次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  11 [Cisco ボ イ ス メ ールポー ト を追加する準備がで き ま し た （Ready to Add Cisco Voice Mail Ports） ] 
ページで、 ボ イ ス メ ール ポー ト の設定が正し い こ と を確認し、 [終了 （Finish） ] を選択し ます。

設定が適切でない場合は、 [戻る （Back） ] を選択し て正し い設定を入力し ます。

表 3-3  [Cisco ボイス メール電話番号 （Cisco Voice Mail Directory Numbers） ] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[開始電話番号
（Beginning Directory 
Number） ]

最初のボ イ ス メ ール ポー ト の内線番号を入力し ます。

[パーテ ィ シ ョ ン
(Partition） ]

すべてのボ イ ス メ ール ポー ト 電話番号に対し て設定し たパーテ ィ
シ ョ ンの名前を選択し ます。 た と えば、 「VMRestrictedPT」 を選択
し ます。

[コー リ ングサーチス
ペース （Calling Search 
Space） ]

すべてのボ イ ス メ ール ポー ト 電話番号を含むパーテ ィ シ ョ ン を割 り
当て る よ う に設定し た コー リ ング  サーチ スペースの名前を選択し
ます （こ の設定については、 ス テ ッ プ 9 の 「ボ イ ス メ ール ポー ト を
含める ためのパーテ ィ シ ョ ンおよびコー リ ング  サーチ スペース を
追加する」 の手順 （3-4 ページ） を参照し て く だ さ い）。 た と えば、
[VMRestrictedCSS （VMRestrictedCSS） ] を選択し ます。

こ の コー リ ング  サーチ スペースはユーザの電話機では使用さ れな
いため、 ユーザはボ イ ス メ ール ポー ト をダ イ ヤルで き ません。 ただ
し、 ユーザはボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号をダ イ ヤルで き ます。

[AARグループ （AAR 
Group） ]

ボ イ ス メ ール ポー ト の自動代替ルーテ ィ ング （AAR） グループを
選択し ます。 AAR グループは、 帯域幅不足のためにブ ロ ッ ク さ れ
る コールをルーテ ィ ングする ために使用する プレ フ ィ ッ ク ス番号を
提供し ます。 [な し （None） ] を選択する と 、 ブ ロ ッ ク された コール
の再ルーテ ィ ングは試行されません。

[内線発信者 ID 表示
（Internal Caller ID 
Display） ]

デフ ォル ト の [ボ イ ス メ ール （Voicemail） ] を受け入れます。

パイ ロ ッ ト 番号がダ イ ヤル される と 、 電話機に こ のテキ ス ト が表示
されます。

[内線発信者 ID 表示
（ASCII 形式） （Internal 
Caller ID Display
（ASCII Format）） ]

デフ ォル ト の [ボ イ ス メ ール （Voicemail） ] を受け入れます。

パイ ロ ッ ト 番号がダ イ ヤル される と 、 電話機に こ のテキ ス ト が表示
されます。

[外線番号マス ク
（External Number Mask） ]

こ のフ ィ ール ド は空白のま まにする か、 外線 （発信） コールの発信
者 ID 情報のフ ォーマ ッ ト に使用する マ ス ク を指定し ます。 マ ス ク
には最大 50 文字を含め る こ と がで き ます。 発信者 ID 情報 と し て表
示する リ テ ラル文字を入力し、 デバイ スの電話番号の各桁に X を入
力し ます。
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回線グループへの応答ボイス メ ール ポー ト の追加

回線グループに応答ボイス メ ール ポー ト を追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理 で、 [コール ルーテ ィ ング （Call Routing） ] > [ルー ト /ハン ト
（Route/Hunt） ] > [回線グループ （Line Group） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [回線グループの検索と 一覧表示 （Find and List Line Groups） ] ページで、 [新規追加 （Add New） ] 
を選択し ます。

こ の回線グループには、 コールに応答する ボ イ ス メ ール ポー ト 用の電話番号が含まれます。 こ
の回線グループには、 発信専用 （MWI の設定など） にする ボ イ ス メ ール ポー ト の電話番号を
含める こ と はで き ません。

Unity Connection ク ラ ス タ の場合は、 回線グループには、 Unity Connection ク ラ ス タ内のすべて
のサーバの コールに応答する ボ イ ス メ ール ポー ト の電話番号が含まれます。 こ の回線グループ
には、 Unity Connection ク ラ ス タ のすべてのサーバの発信専用 （MWI の設定など） にする ボ イ
ス メ ール ポー ト の電話番号を含める こ と はで き ません。

ステ ッ プ  3 [回線グループの設定 （Line Group Configuration） ] ページで、 次の よ う に設定を入力し ます。

ステ ッ プ  4 [Partition （パーテ ィ シ ョ ン） ] リ ス ト の [Line Group Member Information （回線グループ メ ンバ
情報） ] で、 ボ イ ス メ ール ポー ト の電話番号に設定するパーテ ィ シ ョ ンの名前を選択し ます。
た と えば、 「VMRestrictedPT」 を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [検索 （Find） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 [使用可能 DN/ルー ト  パーテ ィ シ ョ ン （Available DN/Route Partition） ] リ ス ト で、 コールに応答
する ボ イ ス メ ール ポー ト の最初の電話番号を選択し、 [回線グループに追加 （Add to Line 
Group） ] を選択し ます。

表 3-4  応答ポー ト 用の [回線グループの設定 （Line Group Configuration） ] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[回線グループ名 （Line 
Group Name） ]

回線グループの Unity Connection 応答ポー ト 名か、 別の一意の名
前を入力し ます。

[RNA 復帰タ イ ムアウ ト
（RNA Reversion Timeout） ]

デフ ォル ト の 10 を受け入れます。

[分配アルゴ リ ズム
（Distribution Algorithm） ]

（Unity Connection ク ラ ス タ が設定さ れていない場合） [最長ア イ
ド ル時間 （Longest Idle Time） ] を選択し ます。

（Unity Connection ク ラ ス タ が設定さ れてい る場合） [上か ら （Top 
Down） ] を選択し ます。

[無応答 （No Answer） ] デフ ォル ト の [次の メ ンバへ、 その後ハン ト  リ ス ト 内の次のグ
ループへ （Try Next Member; Then, Try Next Group in Hunt List） ] 
を受け入れます。

[ビジー （Busy） ] デフ ォル ト の [次の メ ンバへ、 その後ハン ト  リ ス ト 内の次のグ
ループへ （Try Next Member; Then, Try Next Group in Hunt List） ] 
を受け入れます。

[使用不可 （Not Available） ] デフ ォル ト の [次の メ ンバへ、 その後ハン ト  リ ス ト 内の次のグ
ループへ （Try Next Member; Then, Try Next Group in Hunt List） ] 
を受け入れます。
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注意 [選択さ れた DN/ルー ト  パーテ ィ シ ョ ン （Selected DN/Route Partition） ] リ ス ト の電話番
号は、 値の小さ い順にが並べる必要があ り ます。 そ う し ない と 、 連動が正常に機能し ま
せん。

ステ ッ プ  7 コールに応答する ボ イ ス メ ール ポー ト 用の残 り の電話番号について も、 ス テ ッ プ 6 を繰 り 返し
ます。

注意 発信専用 （MWI の設定など） のボ イ ス メ ール ポー ト の電話番号は含めないで く だ さ い。
そ う し ない と 、 連動が正常に機能し ません。

ステ ッ プ  8 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ハン ト  リ ス ト への回線グループの追加

ハン ト  リ ス ト に回線グループを追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理で、 [コール ルーテ ィ ング （Call Routing） ] > [ルー ト /ハン ト
（Route/Hunt） ] > [ハン ト  リ ス ト （Hunt List） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ハン ト  リ ス ト の検索 と 一覧表示 （Find and List Hunt Lists） ] ページで [新規追加 （Add New） ] 
を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [ハン ト  リ ス ト の設定 （Hunt List Configuration） ] ページで、 次の よ う にハン ト  リ ス ト の設定を
入力し ます。

ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [ハン ト  リ ス ト  メ ンバ情報 （Hunt List Member Information） ] で [回線グループの追加 （Add Line 
Group） ] を選択し ます。

表 3-5  応答ポー ト 用の [ハン ト  リ ス ト の設定 （Hunt List Configuration） ] ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[名前 （Name） ] ハン ト  リ ス ト のUnity Connection応答ポー ト 名か、 別の一意の名
前を入力し ます。

[説明 （Description） ] 「コールに応答する  Unity Connection ポー ト 」 と 入力する か、 別の
説明を入力し ます。

[Cisco Unified CMグルー
プ （Cisco Unified 
Communications Manager 
Group） ]

[デフ ォル ト （Default） ] を選択する か、 ま たは使用中の Cisco 
Unified Communications Manager グループの名前を選択し ます。

[ こ のハン ト  リ ス ト を有効
にする （Enable This Hunt 
List） ]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[ボ イ ス メ ール用 （For 
Voice Mail Usage） ]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。
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Cisco Unified CallManager 電話システムのプログラ ミ ング 
ステ ッ プ  6 [ハン ト  リ ス ト 詳細の設定 （Hunt List Detail Configuration） ] ページの [回線グループ （Line 
Group） ] リ ス ト で コールに応答する ボ イ ス メ ール ポー ト の電話番号用に作成し た回線グループ
を選択し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

注意 ハン ト  リ ス ト には、 Unity Connection が発信用に使用する ボ イ ス メ ール ポー ト を持つ回
線グループを含めないで く だ さ い。 そ う し ない と 、 連動が正常に機能し ません。

ステ ッ プ  7 回線グループが挿入さ れた こ と が通知さ れた場合、 [OK] を選択し ます。

ステ ッ プ  8 [ハン ト  リ ス ト の設定 （Hunt List Configuration） ] ページで [ リ セ ッ ト （Reset） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  9 ハン ト  リ ス ト の リ セ ッ ト を確認する よ う に求められた場合、 [ リ セ ッ ト （Reset） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  10 ハン ト  グループが リ セ ッ ト さ れた こ と が通知さ れた場合、 [閉じ る （Close） ] を選択し ます。

ハン ト  パイロ ッ ト 番号へのハン ト  リ ス ト の追加

ハン ト  リ ス ト をハン ト  パイ ロ ッ ト 番号に追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理 で、 [コール ルーテ ィ ング （Call Routing） ] > [ルー ト /ハン ト
（Route/Hunt） ] > [ハン ト  パイ ロ ッ ト （Hunt Pilot） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ハン ト  パイ ロ ッ ト の検索 と 一覧表示 （Find and List Hunt Pilots） ] ページで [新規追加 （Add 
New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [ハン ト  パイ ロ ッ ト の設定 （Hunt Pilot Configuration） ] ページで、 次の よ う にハン ト  パイ ロ ッ
ト の設定を入力し ます。

表 3-6  [ハン ト  パイロ ッ トの設定 （Hunt Pilot Configuration） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[ハン ト  パイ ロ ッ ト （Hunt 
Pilot） ]

ボ イ ス メ ール ポー ト のハン ト  パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。 ハ
ン ト  パイ ロ ッ ト 番号は、 ボ イ ス メ ール ポー ト の内線番号 と は別
の番号にする必要があ り ます。

ハン ト  パイ ロ ッ ト 番号は、 ユーザが自分のボ イ ス  メ ッ セージを
聞 く ために入力する内線番号です。

[ルー ト パーテ ィ シ ョ ン
（Route Partition） ]

ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号を設定するパーテ ィ シ ョ ンの名前を
選択し ます。 た と えば、 「VMPilotNumberPT」 を選択し ます。

[説明 （Description） ] 「Unity Connection のハン ト  パイ ロ ッ ト 」 と 入力する か、 別の説明
を入力し ます。

[番号計画 （Numbering 
Plan） ]

デフ ォル ト の設定を受け入れる か、 シ ス テム用に設定し た番号計
画を選択し ます。

[ルー ト フ ィ ルタ （Route 
Filter） ]

[な し （None） ] を選択する か、 シ ス テム用に設定し たルー ト  
フ ィ ルタ の名前を選択し ます。

[MLPP優先度 （MLPP 
Precedence） ]

デフ ォル ト の設定を受け入れる か、 別の設定を選択し ます。

[ハン ト  リ ス ト （Hunt 
List） ]

「ハン ト  リ ス ト に回線グループを追加する」 の手順 （3-10 ペー
ジ） で設定し た、 コール応答用のボ イ ス メ ール ポー ト のハン ト  
リ ス ト を選択し ます。
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Cisco Unified CallManager 電話システムのプログラ ミ ング
ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

MWI 電話番号の指定

MWI 電話番号を指定する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理で、 [拡張機能 （Advanced Features） ] > ボ イ ス メ ール （Voice Mail） ] > 
[ メ ッ セージ受信 （Message Waiting） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ メ ッ セージ受信番号の検索 と 一覧表示 （Find and List Message Waiting Numbers） ] ページで、
[新規追加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 MWI をオンにする には、 [ メ ッ セージ受信の設定 （Message Waiting Configuration） ] ページで次
の設定を入力し ます。

ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [新規追加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 MWI をオフにする には、 次の設定を入力し ます。

[ルー ト オプシ ョ ン
（Route Option） ]

[こ のパターンをルーテ ィ ング （Route This Pattern） ] を選択し ます。

[外部ダ イ ヤル ト ーンの提
供 （Provide Outside Dial 
Tone） ]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

表 3-6  （続き） [ハン ト  パイロ ッ トの設定 （Hunt Pilot Configuration） ] ページの設定 （続き）

フ ィ ール ド 設定

表 3-7  MWI をオンにする設定

フ ィ ール ド 設定

[ メ ッセージ受信番号
（Message Waiting Number） ]

MWI をオンにする一意の内線番号を入力し ます。

パーテ ィ シ ョ ン ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号を設定するパーテ ィ シ ョ ンの名前を
選択し ます。 た と えば、 「VMPilotNumberPT」 を選択し ます。

[説明 （Description） ] 「MWI をオンにする電話番号」 と 入力する か、 ま たは他の説明を
入力し ます。

[ メ ッ セージ受信イ ンジ
ケータ （Message Waiting 
Indicator） ]

[オン （On） ] を選択し ます。

[コー リ ングサーチスペー
ス （Calling Search Space） ]

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペース を選択し
ます。
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Cisco Unified CallManager 電話システムのプログラ ミ ング 
ステ ッ プ  7 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ボイス メール ポー ト 用ボイス メール パイロ ッ ト 番号の追加

次の手順では、 ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号を追加し ます。 こ の番号は、 ユーザのボ イ ス  
メ ッ セージを聞 く ためにダ イ ヤルする内線番号です。 メ ッ セージ  ボ タ ン を押す と 、 Cisco IP 
Phone が自動的にボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号にダ イ ヤルし ます。

ボイス メ ール ポー ト 用のボイス メ ール パイ ロ ッ ト 番号を追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理 で、 [拡張機能 （Advanced Features） ] > [ボ イ ス メ ール （Voice Mail） ] > 
[ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト （Voice Mail Pilot） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト の検索 と 一覧表示 （Find and Voice Mail Pilots） ] ページで [新規追加
（Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト の設定 （Voice Mail Pilot Configuration） ] ページで、 次の よ う にボ イ
ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号の設定を入力し ます。

表 3-8  MWI をオフにする設定

フ ィ ール ド 設定

メ ッ セージ受信番号
（Message Waiting Number）

MWI をオフにする一意の内線番号を入力し ます。

パーテ ィ シ ョ ン ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号を設定するパーテ ィ シ ョ ンの名前を
選択し ます。 た と えば、 「VMPilotNumberPT」 を選択し ます。

[説明 （Description） ] 「MWI をオフにする電話番号」 と 入力する か、 ま たは他の説明を
入力し ます。

メ ッ セージ受信イ ンジ
ケータ

[オフ （Off） ] を選択し ます。

[コー リ ングサーチスペー
ス （Calling Search Space） ]

ユーザの電話機で使用する コー リ ング  サーチ スペース を選択し
ます。

表 3-9 [ボイス メール パイロ ッ ト の設定 （Voice Mail Pilot Configuration） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ
ト 番号 （Voice Mail Pilot 
Number） ]

ユーザが自分のボ イ ス  メ ッ セージを聞 く ためにダ イ ヤルする ボ イ ス
メ ール パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。 こ の番号は、 ボ イ ス メ ール 
ポー ト を追加する と き に入力し たハン ト  パイ ロ ッ ト 番号 と 同一の番
号にする必要があ り ます。

[コー リ ングサーチス
ペース （Calling Search 
Space） ]

ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号に設定し たユーザの電話機 と パーテ ィ
シ ョ ン を包含するパーテ ィ シ ョ ンが含まれている コー リ ング  サーチ 
スペース を選択し ます。

[説明 （Description） ] 「Cisco Unity Connection のパイ ロ ッ ト 」 と 入力する か、 別の説明を
入力し ます。
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Cisco Unified CallManager 電話システムのプログラ ミ ング
ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ボイス メール パイロ ッ ト の設定

ボイス メ ール パイ ロ ッ ト を設定する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理 で、 [拡張機能 （Advanced Features） ] > [ボ イ ス メ ール （Voice Mail） ] > 
[ボ イ ス メ ール プロ フ ァ イル （Voice Mail Profile） ] の順に選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ボ イ ス メ ール プ ロ フ ァ イルの検索 と 一覧表示 （Find and List Voice Mail Profiles） ] ページで [新
規追加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [ボ イ ス メ ール プ ロ フ ァ イルの設定 （Voice Mail Profile Configuration） ] ページで、 次の よ う に
ボ イ ス メ ール プ ロ フ ァ イルの設定を入力し ます。

[シ ス テムのデフ ォル ト  
ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ
ト に設定 （Make This 
the Default Voice Mail 
Pilot for the System） ]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオ
ンにする と 、 現在のデフ ォル ト のパイ ロ ッ ト 番号が こ のボ イ ス メ ー
ル パイ ロ ッ ト 番号に置き換え られます。

表 3-9 [ボイス メール パイロ ッ ト の設定 （Voice Mail Pilot Configuration） ] ページの設定 （続き）

フ ィ ール ド 設定

表 3-10 [ボイス メール プロフ ァ イルの設定 （Voice Mail Profile Configuration） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[ボ イ ス メ ールプ ロ フ ァ
イル名 （Voice Mail 
Profile Name） ]

ボ イ ス メ ール プ ロ フ ァ イルの識別名を入力し ます。

[説明 （Description） ] 「Unity Connection のプ ロ フ ァ イル」 と 入力する か、 別の説明を入力
し ます。

[ボ イ ス メ ールパイ ロ ッ
ト （Voice Mail Pilot） ]

次のいずれかを選択し ます。

 • [ボ イ ス メ ール パイ ロ ッ ト の設定 （Voice Mail Pilot Configuration） ] 
ページで定義し た該当するボイ ス メ ール パイ ロ ッ ト 番号

 • デフ ォル ト を使用 （Use Default）
[ボ イ ス メ ール ボ ッ ク ス  
マス ク （Voice Mail Box 
Mask） ]

Cisco Unified CM でマルチテナン ト  サービ ス を有効に し ていない場
合は、 こ のフ ィ ール ド を空白のま まに し ます。

マルチテナン ト  サービ ス を有効に し ている場合、 各テナン ト は自身
のボ イ ス メ ール プ ロ フ ァ イルを使用し、 他のテナン ト と 共有する
パーテ ィ シ ョ ン ご と に内線番号 （電話番号） を識別する ためのマス
ク を作成する必要があ り ます。 た と えば、 あ る テナン ト は 
972813XXXX と い う マス ク を使用し、別のテナン ト は 214333XXXX 
と い う マス ク を使用する こ と がで き ます。 ま た、 それぞれのテナン
ト は MWI 用に独自の ト ラ ン ス レーシ ョ ン  パターン を使用し ます。
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Cisco Unified CallManager 電話システムのプログラ ミ ング 
ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ボイス メール サーバのサービス パラ メータの設定

ボイス メ ール サーバのサービス パラ メ ータ を設定する

ステ ッ プ  1 Cisco Unified CM の管理 で、 [System （シ ス テム） ] > [Service Parameters （サービ ス  パ ラ メ ー
タ） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [サービ ス  パラ メ ータ設定 （Service Parameters Configuration） ] ページの [サーバ （Server） ] 
フ ィ ール ド で Cisco Unified CM サーバの名前を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [サービ ス （Service） ] リ ス ト で [Cisco CallManager] を選択し ます。 パラ メ ータ の リ ス ト が表示
さ れます。

ステ ッ プ  4 Clusterwide パラ メ ータ （[機能 （Feature） ] - [一般 （General） ]） で、 Multiple Tenant MWI 
Modes パラ メ ータ を検索し ます。

ステ ッ プ  5 複数テナン ト の MWI 通知を使用する場合は [True] を選択し ます。

こ のパラ メ ータ を  [True] に設定し た場合、 Cisco Unified CM は、 MWI のオン と オフ を切 り 替え
る と き に、 任意の設定済み ト ラ ン ス レーシ ョ ン  パターン を使用し て、 ボ イ ス メ ール内線番号を
電話番号に変換し ます。

ステ ッ プ  6 いずれかの設定を変更し た場合は、 [保存 （Save） ] を選択し ます。 こ れに該当し ない場合は、
こ の手順の残 り のス テ ッ プに進みます。

ステ ッ プ  7 [ナビゲーシ ョ ン （Navigation） ] ド ロ ッ プダ ウ ン  ボ ッ ク スで、 [Cisco Unified Serviceability] を選
択し、 [移動 （Go） ] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ  8 Cisco Unified Serviceability の [ツール （Tools） ] メ ニ ューで、 [コ ン ト ロールセン ター （Control 
Center） - 機能サービ ス （Feature Services） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  9 [CM サービ ス （CM Services） ] で [Cisco CallManager （Cisco CallManager） ] を選択し て、 [ リ ス
ター ト （Restart） ] を選択し ます。

[ こ れをシ ス テムのデ
フ ォル ト  ボ イ ス メ ール 
プ ロ フ ァ イルに設定
（Make This the Default 
Voice Mail Profile for the 
System） ]

こ のボ イ ス メ ール プ ロ フ ァ イルをデフ ォル ト にする には こ のチェ ッ
ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、 現在のデフ ォル ト のボ イ ス
メ ール プ ロ フ ァ イルが、 こ のボ イ ス メ ール プ ロ フ ァ イルに置き換
え られます。

表 3-10 [ボイス メール プロフ ァ イルの設定 （Voice Mail Profile Configuration） ] ページの設定 （続き）

フ ィ ール ド 設定
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Cisco Unified CM との新しい連動の作成
Cisco Unified CM との新しい連動の作成
Cisco Unified Communications Manager と  Unity Connection が連動可能な状態にあ る こ と を確認
し た ら、 次の手順を実行し て、 連動を設定し、 ポー ト 設定を入力し ます。

連動を作成する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で [テレ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] を展開し てか ら、
[電話シ ス テム （Phone System） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [電話シ ス テムの検索 （Search Phone Systems） ] ページの [表示名 （Display Name） ] で、 デフ ォ
ル ト の電話シ ス テムの名前を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [電話シ ス テムの基本設定 （Phone System Basics） ] ページの [電話シ ス テムの名前 （Phone 
System Name） ] フ ィ ール ド で、 電話シ ス テムの説明的な名前を入力し ます。

ステ ッ プ  4 （ボ イ ス メ ール ボ ッ ク スの無い管理者やユーザが Unity Connection の Web アプ リ ケーシ ョ ンで
電話か ら録音および再生を行 う と き に） TRaP 接続に こ の電話シ ス テム をデフ ォル ト と し て使
用する場合は、 [デフ ォル ト  TRAP ス イ ッ チ （Default TRAP Switch） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン
に し ます。 TRaP 接続に別の電話シ ス テム をデフ ォル ト と し て使用する場合は、 こ のチェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオフに し ます。

ステ ッ プ  5 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 [電話シ ス テムの基本設定 （Phone System Basics） ] ページの [関連 リ ン ク （Related Links） ] ド
ロ ッ プダ ウ ン  ボ ッ ク スで、 [ポー ト  グループの追加 （Add Port Group） ] を選択し て、 [移動
（Go） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  7 [ポー ト  グループの新規作成 （New Port Group） ] ページで、 次の設定を入力し て [保存 （Save） ] 
を選択し ます。

表 3-11 [ポー ト  グループの新規作成 （New Port Group） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[電話シ ス テム （Phone 
System） ]

ス テ ッ プ 3で入力し た電話シ ス テムの名前を選択し ます。

[作成元 （Create From） ] [ポー ト  グループ テンプレー ト （Port Group Template） ] を選択し て、
ド ロ ッ プダ ウ ン  ボ ッ ク スで [SCCP] を選択し ます。

[表示名 （Display 
Name） ]

ポー ト  グループの説明的な名前を入力し ます。 デフ ォル ト 名をその
ま ま使用する こ と も、 任意の名前を入力する こ と も で き ます。

[デバイ ス名プレ フ ィ ッ
ク ス （Device Name 
Prefix） ]

Cisco Unified CM がボ イ ス  ポー ト のデバイ ス名に追加する プレ
フ ィ ッ ク ス を入力し ます。 こ のプレ フ ィ ッ ク スは、 Cisco Unified CM 
で使用する プレ フ ィ ッ ク ス と 一致する必要があ り ます。

[MWI オンの内線番号
（MWI On Extension） ]

MWI をオンにする ために Cisco Unified CM の管理で指定し た内線番
号を入力し ます。

[MWI オフの内線番号
（MWI Off Extension） ]

MWI をオフにする ために Cisco Unified CM の管理で指定し た内線番
号を入力し ます。
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ステ ッ プ  8 [ポー ト  グループの基本設定 （Port Group Basics） ] ページの [関連 リ ン ク （Related Links） ] ド ロ ッ
プダウ ン ボ ッ ク スで、 [ポー ト の追加 （Add Ports） ] を選択し て、 [移動 （Go） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  9 [ポー ト の新規作成 （New Port） ] ページで次の設定を入力し て、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

[IPv4 ア ド レ ス /ホ ス ト
名 （IPv4 Address or 
Host Name） ] 

Unity Connection と 連動させる プ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバの 
IPv4 ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名） を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、 [IPv6 
ア ド レ ス /ホ ス ト 名 （IPv6 Address or Host Name） ] フ ィ ール ド に IP ア
ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます （ま た、 該当する
場合は、 両方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。 両方のフ ィ ール ド
を空白のま まにする こ と はで き ません。

Cisco Unified CM 認証および暗号化を使用する場合は、 こ のフ ィ ー
ル ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力し ます。 Unity Connection 
と  Cisco Unified CM の間の暗号化に使用する  CTL フ ァ イルには、
IPv6 ア ド レ ッ シング を使用し ている場合で も、 IPv4 ア ド レ ス ま たは
ホ ス ト 名が必要です。

[IPv6 ア ド レ ス /ホ ス ト
名 （IPv6 Address or 
Host Name） ]

Unity Connection と 連動させる プ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバの 
IPv6 ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名） を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、 [IPv4 
ア ド レ ス /ホ ス ト 名 （IPv4 Address or Host Name） ] フ ィ ール ド に IP ア
ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます （ま た、 該当する
場合は、 両方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。 両方のフ ィ ール ド
を空白のま まにする こ と はで き ません。

IPv6 ア ド レ スは、 イ ン ターネ ッ ト 技術特別調査委員会が推奨する、
テキ ス ト に IPv6 ア ド レ ス を レ ンダ リ ングする ための RFC5952 に準
拠し たテキ ス ト 表記にする必要があ り ます。 IPv6 の詳細について
は、 https://tools.ietf.org/html/rfc5952#section-4 を参照し て く だ さ い。

（注） IPv6 は、 Cisco Unified CM 7.1(2) 以降でサポー ト されています。

[IP ア ド レ ス /ホ ス ト 名
（IPv6 Address or Host 
Name） ]

Unity Connection と 連動させる プ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバの 
IP ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名） を入力し ます。

[ポー ト （Port） ] Unity Connection と 連動し ている  Cisco Unified CM サーバの TCP 
ポー ト を入力し ます。 デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推奨し ます。

[TLS ポー ト （TLS 
Port） ]

Unity Connection と 連動し てい る  Cisco Unified CM サーバの TLS ポー
ト を入力し ます。 デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推奨し ます。

表 3-11 [ポー ト  グループの新規作成 （New Port Group） ] ページの設定 （続き）

フ ィ ール ド 設定
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ステ ッ プ  10 [ポー ト の検索 （Search Ports） ] ページで、 こ の電話シ ス テム連動に対し て作成し た最初のボ イ
ス  メ ッ セージ  ポー ト の表示名を選択し ます。

（注） デフ ォル ト では、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の表示名は、 ポー ト  グループの表示名の後
に増分番号が付加さ れた も のにな り ます。

ステ ッ プ  11 [ポー ト の基本設定 （Port Basics） ] ページで、 必要に応じ て、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定
を入力し ます。 次の表のフ ィ ール ド は、 変更可能な も のを示し ています。

表 3-12 [ポー ト の新規作成 （New Port） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[有効 （Enabled） ] こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

[ポー ト 数 （Number of 
Ports） ]

こ のポー ト  グループ内に作成する ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の数を
入力し ます。

（注） Unity Connection ク ラ ス タ の場合は、 すべての Unity 
Connection サーバで使用さ れる ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト 数の
合計を入力する必要があ り ます。 後で、 各ポー ト が特定の 
Unity Connection サーバに割 り 当て られます。

[電話シ ス テム （Phone 
System） ]

ス テ ッ プ 3で入力し た電話シ ス テムの名前を選択し ます。

[ポー ト グループ （Port 
Group） ]

ス テ ッ プ 7 で追加し たポー ト  グループの名前を選択し ます。

[サーバ （Server） ] Unity Connection サーバの名前を選択し ます。

[セキ ュ リ テ ィ  モー ド
（Security Mode） ]

ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト で使用する  Cisco Unified CM セキ ュ リ テ ィ  
モー ド を選択し ます。

表3-13 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定 

フ ィ ール ド 説明

[有効 （Enabled） ] ポー ト を有効にする には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。 ポー ト は通常
の動作中に有効にな り ます。

ポー ト を無効にする には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。 ポー ト が無効
になってい る場合にポー ト を呼び出す と 、 呼び出し音は鳴 り ますが、 応答はあ り
ません。 通常、 ポー ト は、 テ ス ト 中イ ン ス ト ーラ に よ ってだけ無効にな り ます。

[サーバ （Server） ] （Unity Connection ク ラ ス タ の場合に限る） こ のポー ト を処理する  Unity Connection 
サーバの名前を選択し ます。 詳細については、 第 4 章 「Cisco Unity Connection ク
ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定」 を参照し て く だ さ い。

[コールへの応答 （Answer 
Calls） ]

ポー ト を通話への応答用に指定する には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。
こ れら の通話は、 識別で き ない発信者ま たはユーザか ら の着信です。

[ メ ッ セージ通知を実行する
（Perform Message Notification） ]

ポー ト をユーザに対する メ ッ セージ通知用に指定する には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク
ス をオンに し ます。 稼働率が最も低いポー ト に [ メ ッ セージ通知を実行する
（Perform Message Notification） ] を割 り 当て ます。

[MWI要求を送信する （Send 
MWI Requests） ]

ポー ト での MWI のオン /オフ を指定する には、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し
ます。 稼働率が最も低いポー ト に [MWI 要求を送信する （Send MWI Requests） ] 
を割 り 当て ます。
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ステ ッ プ  12 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  13 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  14 電話シ ス テムの残 り すべてのボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト について、 ス テ ッ プ 11 ～ス テ ッ プ 13 を
繰 り 返し ます。

[TRAP接続を許可する （Allow 
TRAP Connections） ]

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、 ユーザは Unity Connection の Web アプ リ
ケーシ ョ ンで電話か ら録音または再生用のポー ト を使用でき ます。 稼働率が最も
低いポー ト に [TRAP 接続を許可する （Allow TRAP Connections） ] を割 り 当てます。

[発信ハン ト 順 （Outgoing Hunt 
Order） ]

Unity Connection が発信の と き に使用する ポー ト の優先順位を指定し ます （[ メ ッ
セージ通知を実行する （Perform Message Notification） ]、 [MWI 要求を送信 （Send 
MWI Requests） ]、 ま たは [TRAP 接続を許可する （Allow TRAP Connections） ] の
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し た場合など）。 値の最も大きいポー ト が最初に使用さ
れます。 ただ し、 複数のポー ト で [発信ハン ト  オーダー （Outgoing Hunt Order） ] 
の値が同じ になってい る場合、 Unity Connection は最も長い時間ア イ ド ル状態に
なってい る ポー ト を使用し ます。

[セキ ュ リ テ ィ  モー ド
（Security Mode） ]

該当する セキ ュ リ テ ィ  モー ド を選択し ます。

 • [非セキ ュ ア （Non-secure） ] ： コールシグナ リ ング  メ ッ セージが ク リ ア （暗号
化さ れていない） テキ ス ト と し て送信さ れ、 認証さ れた  TLS ポー ト ではな く 、
非認証ポー ト を使用し て  Cisco Unified CM に接続さ れる ため、 コールシグナ
リ ング  メ ッ セージの完全性 と プ ラ イバシーは保証さ れません。 ま た、 メ デ ィ
ア  ス ト リ ーム も暗号化さ れません。

 • [認証 （Authenticated） ] ： コールシグナ リ ン グ  メ ッ セージは、 認証さ れた TLS 
ポー ト を使用し て  Cisco Unified CM に接続さ れる ため、 完全性が保証さ れま
す。 ただ し、 ク リ ア （暗号化さ れていない） テキ ス ト で送信さ れる ため、
コールシグナ リ ング  メ ッ セージのプ ラ イバシーは保証さ れません。 ま た、 メ
デ ィ ア  ス ト リ ーム も暗号化さ れません。

 • [暗号化 （Encrypted） ] ： コールシグナ リ ング メ ッ セージは、 認証された TLS 
ポー ト を使用し て Cisco Unified CM に接続され、 暗号化される ため、 完全性 と
プ ラ イバシーが保証されます。 また、 メ デ ィ ア ス ト リ ーム も暗号化されます。

注意 Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の [セキ ュ リ テ ィ モー ド
（Security Mode） ] 設定は、 Cisco Unified CM ポー ト のセキ ュ リ テ ィ  モー ド
の設定 と 一致し てい る必要があ り ます。 一致し ていない場合、 Cisco 
Unified CM の認証および暗号化は失敗し ます。 
 

Cisco Unified CM 認証がすぐに機能する ためには、 Unity Connection システム 
ク ロ ッ ク と  Cisco Unified CM システム ク ロ ッ クが同期し ている必要があ り ま
す。 同期化し ていない場合、 Cisco Unified CM システム ク ロ ッ ク が Unity 
Connection デバイ ス証明書のタ イ ム ス タ ンプの時刻を経過する まで、 Cisco 
Unified CM は Unity Connection ボイ ス  メ ッ セージ ポー ト を拒否し ます。

（注） Cisco Unified CM および Unity Connection での認証および暗号化に関する要
件 と その他の情報については、 付録 A 「Cisco Unity Connection ボ イ ス  メ ッ
セージ ポー ト の Cisco Unified Communications Manager 認証および暗号化」
を参照し て く だ さ い。

表3-13 ボイス メ ッ セージ ポー ト の設定 （続き）

フ ィ ール ド 説明
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ステ ッ プ  15 Cisco Unity Connection が AXL サーバに接続し ていない場合は、 ス テ ッ プ 28 に進みます。 そ う
でない場合は、 [テ レ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] を展開し、 [電話シ ス テム （Phone 
System） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  16 [電話シ ス テムの検索 （Search Phone Systems） ] ページで、 ス テ ッ プ 3 で作成し た電話シ ス テム
の表示名を選択し ます。

ステ ッ プ  17 [電話シ ス テムの基本設定 （Phone System Basics） ] ページの [編集 （Edit） ] メ ニ ューで、
[Cisco Unified Communications Manager AXL サーバ （Cisco Unified Communications Manager 
AXL Servers） ] を選択し ます。

Cisco Unified CM ユーザを イ ンポー ト する ため、 および Cisco Unity Connection のパーソ ナル着
信転送ルールのユーザ用の特定の電話の設定を変更する ために、 Cisco Unity Connection が 
Cisco Unified CM データベースにア ク セス し なければな ら ない と き に AXL サーバへの接続が必
要にな り ます。

注意 Cisco Unified CM ユーザを イ ンポー ト する場合は、 各ユーザに対し て [エン ド  ユーザの
設定 （End User Configuration） ] ページの [プ ラ イ マ リ 内線 （Primary Extension） ] フ ィ ー
ル ド が入力さ れている こ と を確認し ます。 入力されていない と 、 イ ンポー ト 用に選択す
る ユーザを検出で き ません。

ステ ッ プ  18 [AXL サーバの編集 （Edit AXL Servers） ] ページの [AXL Servers （AXL サーバ） ] で、 [新規追
加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  19 AXL サーバについて次の設定を入力し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  20 残 り のすべての AXL サーバについて、 ス テ ッ プ 18 およびス テ ッ プ 19 を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ  21 [AXL サーバの設定 （AXL Server Settings） ] で、 次の設定を入力し て [保存 （Save） ] を選択し
ます。

表 3-14 AXL サーバの設定 

フ ィ ール ド 設定

[順序 （Order） ] AXL サーバの優先順位を入力し ます。 最も小さ い数字はプ ラ イ マ リ  
AXL サーバで、 それよ り も大きい数字はセカンダ リ  サーバを表し ます。

[IPア ド レ ス （IP 
Address） ]

AXL サーバの IP ア ド レ ス を入力し ます。

[ポー ト （Port） ] Unity Connection が接続する  AXL ポー ト を入力し ます。 こ の設定は、
AXL サーバが使用する ポー ト と 同じ にする必要があ り ます。
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ステ ッ プ  22 該当する アプ リ ケーシ ョ ン  サーバを  Cisco Unified CM へ追加する には、 Cisco Unified CM の管
理 へサ イ ン イ ン し ます。

ステ ッ プ  23 Cisco Unified CM の管理 で、 [シ ス テム （System） ] > [アプ リ ケーシ ョ ン  サーバ （Application 
Server） ] ページに移動し ます。

ステ ッ プ  24 [アプ リ ケーシ ョ ン  サーバの検索 と 一覧表示 （Find and List Application Servers） ] ページで、 [検
索 （Find） ] を選択し てすべてのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバを表示し ます。

ステ ッ プ  25 [名前 （Name） ] 列で、 Cisco Unity Connection サーバの名前を選択し ます。

ステ ッ プ  26 [アプ リ ケーシ ョ ン  サーバの設定 （Application Server Configuration） ] ページの [使用可能なアプ
リ ケーシ ョ ン  ユーザ （Available Application User） ] フ ィ ール ド で、 ス テ ッ プ 21 で使用し た 
Cisco Unified CM アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザを選択し、 ↓を選択し て [選択さ れたアプ リ ケー
シ ョ ン  ユーザ （Selected Application User） ] に移動し ます。

ステ ッ プ  27 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  28 Cisco Unity Connection の管理で [テレ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] を展開し、 [ポー
ト  グループ （Port Group） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  29 [ポー ト グループの検索 （Search Port Groups） ] ページで、 ス テ ッ プ 7 の電話シ ス テム連動で作
成し たポー ト  グループの表示名を選択し ます。

（注） デフ ォル ト では、 ポー ト  グループの表示名は、 電話シ ス テムの表示名の後に増分番号
が付加さ れた も のにな り ます。

ステ ッ プ  30 [ポー ト  グループの基本設定 （Port Group Basics） ] ページの [編集 （Edit） ] メ ニ ューで、 [サー
バ （Servers） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  31 [サーバの編集 （Edit Servers） ] ページで、 Cisco Unified CM ク ラ ス タ にセカンダ リ  サーバが存
在する場合、 次のサブス テ ッ プを実行し ます。 そ う でない場合は、 ス テ ッ プ 32 に進みます。

a. [Cisco Unified Communications Manager サーバ （Cisco Unified Communications Manager 
Servers） ] の下で、 [追加 （Add） ] を選択し ます。

b. セカンダ リ  Cisco Unified CM サーバについて次の設定を入力し、 [保存 （Save） ] を選択し
ます。

表 3-15 AXL サーバの設定 

フ ィ ール ド 設定

[ユーザ名
（Username） ]

Unity Connection が AXL サーバへのサ イ ン イ ンで使用する ユーザ名を入
力し ます。

（注） こ のユーザは、 「Standard AXL API Access」 ロールが割 り 当て ら
れている  Cisco Unified CM アプ リ ケーシ ョ ンのユーザ名 と 一致
する必要があ り ます。

[パス ワー ド
（Password） ]

Unity Connection が、 AXL サーバへのサ イ ン イ ンで使用する ユーザのパ
ス ワー ド を入力し ます。

（注） こ のパス ワー ド は、 [ユーザ名 （User Name） ] フ ィ ール ド に入力
し た Cisco Unified CM アプ リ ケーシ ョ ン  ユーザのパス ワー ド と
一致する必要があ り ます。
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c. ク ラ ス タ の残 り のすべての Cisco Unified CM サーバに対し て、 ス テ ッ プ 31a. および ス テ ッ
プ 31b. を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ  32 Cisco Unified CM ク ラ ス タ がボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の認証ま たは暗号化を使用する場合、 次
のサブス テ ッ プを実行し ます。

a. [TFTP サーバ （TFTP Servers） ] で [追加 （Add） ] を選択し ます。

b. TFTP サーバについて次の設定を入力し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

表 3-16 Cisco Unified Communications Manager サーバの設定 

フ ィ ール ド 設定

[順序 （Order） ] Cisco Unified CM サーバの優先順位を入力し ます。 数値の最も小さ い
サーバがプ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバで、 数値がプ ラ イ マ リ よ り
も大き い場合はセカ ンダ リ  サーバです。

[IPv4 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名 （IPv4 Address 
or Host Name） ]

セカ ンダ リ  Cisco Unified CM サーバの IPv4 ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名）
を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、 [IPv6 ア ド
レ ス /ホ ス ト 名 （IPv6 Address or Host Name） ] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス
ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます （ま た、 該当する場合は、 両
方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。 両方のフ ィ ール ド を空白のま ま
にする こ と はで き ません。

[IPv6 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名 （IPv6 Address 
or Host Name） ]

セカ ンダ リ  Cisco Unified CM サーバの IPv6 ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名）
を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、 [IPv4 ア ド
レ ス /ホ ス ト 名 （IPv4 Address or Host Name） ] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス
ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます （ま た、 該当する場合は、 両
方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。 両方のフ ィ ール ド を空白のま ま
にする こ と はで き ません。

（注） IPv6 は、 Cisco Unified CM 7.1(2) 以降でサポー ト さ れています。

[IP ア ド レ ス /ホ ス ト
名 （IPv6 Address or 
Host Name） ]

セカ ンダ リ  Cisco Unified CM サーバの IP ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名）
を入力し ます。

[ポー ト （Port） ] Unity Connection と 連動させる  Cisco Unified CM サーバの TCP ポー ト を
入力し ます。 デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推奨し ます。

[TLS ポー ト （TLS 
Port） ]

Unity Connection と 連動させる  Cisco Unified CM サーバの TLS ポー ト を
入力し ます。 デフ ォル ト 設定を使用する こ と を推奨し ます。

[サーバ タ イ プ
（Server Type） ]

[Cisco Unified Communications Manager] を選択し ます。
3-22
Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP イ ンテグレーシ ョ ン  ガイ ド  リ リース 11.x



第 3 章       Cisco Unified Communications Manager SCCP 連動の設定

Cisco Unified CM との新しい連動の作成  
c. Cisco Unified CM ク ラ ス タ内の残 り のすべての TFTP サーバに対し て、ス テ ッ プ 32a. および 
ス テ ッ プ 32b. の手順を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ  33 別の電話シ ス テム連動が存在する場合は、 Cisco Unity Connection の管理で [テ レ フ ォ ニー統合
（Telephony Integrations） ] を展開し、 [ ト ラ ン ク （Trunk） ] を選択し ます。 そ う でない場合は、
ス テ ッ プ 37 に進みます。

ステ ッ プ  34 [電話シ ス テムの ト ラ ン ク の検索 （Search Phone System Trunks） ] ページで、 [電話シ ス テムの ト
ラ ン ク （Phone System Trunk） ] メ ニ ューの [電話シ ス テム  ト ラ ン ク の新規作成 （New Phone 
System Trunk） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  35 [電話シ ス テム  ト ラ ン ク の新規作成 （New Phone System Trunk） ] ページで、 次に示す電話シ ス
テム  ト ラ ン ク の設定を入力し て  [保存 （Save） ] を選択し ます。

表 3-17 TFTP サーバの設定 

フ ィ ール ド 設定

[順序 （Order） ] TFTP サーバの優先順位を入力し ます。 数値の最も小さ いサーバがプ ラ
イ マ リ  TFTP サーバで、 数値がプ ラ イ マ リ よ り も大きい場合はセカ ンダ
リ  サーバです。

[IPv4 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名 （IPv4 Address 
or Host Name） ]

TFTP サーバの IPv4 ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名） を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、 [IPv6 ア ド
レ ス /ホ ス ト 名 （IPv6 Address or Host Name） ] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス
ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます （ま た、 該当する場合は、 両
方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。 両方のフ ィ ール ド を空白のま ま
にする こ と はで き ません。

[IPv6 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名 （IPv6 Address 
or Host Name） ]

TFTP サーバの IPv6 ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名） を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド に IP ア ド レ ス ま たはホ ス ト 名を入力する か、 [IPv4 ア ド
レ ス /ホ ス ト 名 （IPv4 Address or Host Name） ] フ ィ ール ド に IP ア ド レ ス
ま たはホ ス ト 名を入力する必要があ り ます （ま た、 該当する場合は、 両
方のフ ィ ール ド に情報を入力し ます）。 両方のフ ィ ール ド を空白のま ま
にする こ と はで き ません。

（注） IPv6 は、 Cisco Unified CM 7.1(2) 以降でサポー ト さ れています。

[IP ア ド レ ス /ホ ス ト
名 （IPv6 Address or 
Host Name） ]

TFTP サーバの IP ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名） を入力し ます。

表 3-18 電話システム ト ランクの設定 

フ ィ ール ド 設定

[発信側電話シ ス テ
ム （From Phone 
System） ]

ト ラ ン ク の作成対象 と な る電話シ ス テムの表示名を選択し ます。

[受信側電話シ ス テ
ム （To Phone 
System） ]

ト ラ ン ク の接続先 と な る既存の電話シ ス テムの表示名を選択し ます。

[ ト ラ ン ク  ア ク セス  
コー ド （Trunk 
Access Code） ]

Unity Connection が既存の電話シ ス テムの内線番号にゲー ト ウ ェ イ経由
で通話を転送する と き にダ イ ヤルする追加ダ イ ヤル番号を入力し ます。
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ステ ッ プ  36 作成する残 り すべての電話シ ス テム  ト ラ ン ク について、 ス テ ッ プ 34 と ス テ ッ プ 35 を繰 り 返し
ます。

ステ ッ プ  37 [関連 リ ン ク （Related Links） ] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら  [テ レ フ ォ ニーの設定の確認 （Check 
Telephony Configuration） ] を選択し、 [移動 （Go） ] を選択し て電話シ ス テム連動の設定を確認
し ます。

テ ス ト に失敗し た場合は、 [タ ス ク の実行結果 （Task Execution Results） ] に 1 つ以上の メ ッ セー
ジが ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順 と 共に表示さ れます。 問題を解決し た後に、 も う 一度接続を
テ ス ト し て く だ さ い。

ステ ッ プ  38 [タ ス ク の実行結果 （Task Execution Results） ] ウ ィ ン ド ウで [閉じ る （Close） ] を選択し ます。
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Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager
C H A P T E R 4

Cisco Unity Connection ク ラス タのボイス 
メ ッ セージ ポー ト の設定

はじめに
Cisco Unity Connection ク ラ ス タ機能では、 ク ラ ス タ に設定さ れた  2 台の Unity Connection サーバ
に よ って、 ハイ  アベイ ラ ビ リ テ ィ  Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージが提供さ れます。

Unity Connection ク ラ ス タ機能の詳細については、 『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for 
Cisco Unity Connection, Release 11.x, 』 の 「Configuring Cisco Unity Connection Cluster」 の章を参
照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciu
mgx.html か ら入手で き ます。

こ の章では、Unity Connection ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定について説明し ます。
次の項を参照し て く だ さ い。

 • Unity Connection ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の設定 （4-1 ページ）

 • Unity Connection ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の設定 （4-2 ページ）

Unity Connection ク ラスタのボイス メ ッセージ ポートの設定
Unity Connection ク ラ ス タ では、 MWI の設定や メ ッ セージ通知の送信で、 どのポー ト が コール
に応答し、 どのポー ト が発信する かなど、 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の機能を理解し ている必
要があ り ます。 ポー ト の機能に応じ て、 Unity Connection ク ラ ス タ内の該当するサーバに割 り
当て ます。

応答ポー ト 表示名で一番小さ い番号を持つ応答ポー ト か ら開始し、 半分の応
答ポー ト をサブス ク ラ イバ サーバに割 り 当て、 サブス ク ラ イバ 
サーバが大部分の着信コールに応答で き る よ う に し ます。 残 り の
応答ポー ト をパブ リ ッ シ ャ  サーバに割 り 当て ます。

発信ポー ト  
（MWI および通知用）

次に、 表示名で一番小さ い番号を持つ発信ポー ト か ら開始し、 半
分の発信ポー ト をプ ラ イ マ リ  サーバに割 り 当て、 プ ラ イ マ リ  サー
バが MWI や通知コールを処理で き る よ う に し ます。 残 り の発信
ポー ト をサブス ク ラ イバ サーバに割 り 当て ます。
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Unity Connection ク ラス タのボイス メ ッ セージ ポー ト の設定
た と えば、 6 つの応答ポー ト と  2 つの発信ポー ト を備えた 8 ポー ト  シ ス テムは、 次の よ う に設
定で き ます。

通常の状態では、 Unity Connection ク ラ ス タは、 次の よ う に コールを処理し ます。

 • サブス ク ラ イバ サーバは、 大半の着信コールに応答し ます。 サブス ク ラ イバ サーバの応答
ポー ト を利用で き ない場合は、 パブ リ ッ シ ャ  サーバが コールに応答し ます。

 • パブ リ ッ シャ  サーバは、 MWI および通知に対して発信し ます。 パブ リ ッ シャ  サーバの発信
ポー ト が使用できない場合は、 サブス ク ラ イバ サーバが MWI および通知に対して発信し ます。

Unity Connection ク ラス タのボイス メ ッ セージ ポー ト の
設定

Unity Connection ク ラス タ にボイス メ ッ セージ ポー ト を設定する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection Administration で、 [テ レ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] を展開
し、 [ポー ト （Port） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ポー ト の検索 （Search Ports） ] ページで、 Unity Connection ク ラ ス タ の最初のボ イ ス  メ ッ セー
ジ ポー ト の表示名を選択し ます。

注意 すべての Unity Connection サーバのすべてのポー ト が、 [ポー ト の検索 （Search Ports） ] 
ページに表示される必要があ り ます。 そ う でない場合は、 Unity Connection ク ラ ス タ が
正し く 設定されていないので、 正し く 動作し ません。

ステ ッ プ  3 [ポー ト の基本設定 （Port Basics） ] ページの [サーバ （Server） ] フ ィ ール ド で、 ポー ト 機能に応
じ て適切な Unity Connection サーバの名前を選択し ます。 詳細については、 「Unity Connection 
ク ラ ス タ のボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の設定」 セ ク シ ョ ン （4-1 ページ） を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 Unity Connection ク ラ ス タ の残 り すべてのボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト について、 ス テ ッ プ 3 ～ス
テ ッ プ 5 を繰 り 返し ます。

ポー ト の機能 ポー ト の表示名 サーバ

応答 UCM1-001 サブス ク ラ イバ

UCM1-002 サブス ク ラ イバ

UCM1-003 サブス ク ラ イバ

UCM1-004 パブ リ ッ シ ャ

UCM1-005 パブ リ ッ シ ャ

UCM1-006 パブ リ ッ シ ャ

発信 UCM1-007 パブ リ ッ シ ャ

UCM1-008 サブス ク ラ イバ
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Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager
C H A P T E R 5

連動のテス ト

はじめに
Cisco Unity Connection と 電話シ ス テムが適切に連動さ れている かど う かをテ ス ト する には、 次
の手順を記載順に実行し ます。

いずれかのステ ッ プで失敗が示された場合は、 次の資料の う ち該当する ものを参照して く ださい。

 • 『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x, 』 の
「Installing Cisco Unity Connection」 の章
（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11
xcuciumgx.html か ら入手可能）。

 • 『Troubleshooting Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』
（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/11x/troubleshooting/guide/11xcu
ctsgx.html か ら入手可能）。

 • こ のマニ ュ アルで こ れまでに示し た設定情報

テス ト 用の環境を設定する

ステ ッ プ  1 2 つの内線番号 （電話機 1 と 電話機 2） を  Unity Connection が接続されている も の と 同じ電話シ
ス テム上にセ ッ ト ア ッ プ し ます。

ステ ッ プ  2 通話に対する応答がない場合に通話を  Unity Connection パイ ロ ッ ト 番号に転送する よ う に、
Phone 1 を設定し ます。

注意 呼び出し音が 4 回以上鳴ってか ら  Unity Connection パイ ロ ッ ト 番号に通話を転送する よ
う 電話シ ス テム を設定する こ と が必要です。 その よ う に設定し ない と 、 テ ス ト が失敗す
る場合があ り ます。

ステ ッ プ  3 Cisco Unity Connection Administration で [ユーザ （Users） ] を展開し、 [ユーザ （Users） ] を選択
し ます。

ステ ッ プ  4 [ユーザの検索 （Search Users） ] ページで、 テ ス ト に使用する ユーザの表示名を選択し ます。 こ
のユーザの内線番号は電話機 1 の内線を設定する必要があ り ます。

ステ ッ プ  5 [ユーザの基本設定の編集 （Edit User Basics） ] ページで、 [次回ロ グ イ ン時の自己登録を設定す
る （Set for Self-enrollment at Next Login） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

ステ ッ プ  6 [音声名 （Voice Name） ] フ ィ ール ド で、 テ ス ト  ユーザの音声名を録音し ます。

ステ ッ プ  7 [保存 （Save） ] を選択し ます。
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ステ ッ プ  8 [編集 （Edit） ] メ ニ ューの [ メ ッ セージ受信イ ンジケータ （Message Waiting Indicators） ] を ク
リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ  9 [ メ ッ セージ受信イ ンジケータ （Message Waiting Indicators） ] ページで、 メ ッ セージ受信イ ンジ
ケータ を ク リ ッ ク し ます。 表内に メ ッ セージ受信イ ンジケータ がない場合は、 [新規追加 （Add 
New） ] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ  10 [ メ ッ セージ受信イ ンジケータ の編集 （Edit Message Waiting Indicator） ] ページで、 次の設定を
入力し ます。

ステ ッ プ  11 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  12 [編集 （Edit） ] メ ニ ューの [転送オプシ ョ ン （Transfer Options） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  13 [転送オプシ ョ ン （Transfer Options） ] ページで、 ア ク テ ィ ブなオプシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ  14 [転送オプシ ョ ンの編集 （Edit Transfer Option） ] ページの [転送操作 （Transfer Action） ] で、 [内
線 （Extension） ] オプシ ョ ン を選択し て電話機 1 の内線番号を入力し ます。

ステ ッ プ  15 [転送タ イ プ （Transfer Type） ] フ ィ ール ド で、 [ス イ ッ チへ リ リ ースする （Release to Switch） ] 
を選択し、 [保存 （Save） ] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ  16 [Cisco Unity Connection Administration （Cisco Unity Connection Administration） ] ウ ィ ン ド ウ を最
小化し ます。

[Cisco Unity Connection Administration] ウ ィ ン ド ウは、 後の手順で再び使用する ので閉じ ないで
く だ さ い。

ステ ッ プ  17 Real-Time Monitoring Tool （RTMT） に ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ  18 [Unity Connection] メ ニ ューで [ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] を選択し ます。 右側のペイ ンに 
[ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] ツールが表示されます。

ステ ッ プ  19 右側のペイ ンで [ポー リ ン グの開始 （Start Polling） ] を選択し ます。 発信を処理する ポー ト が [
ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] に表示されます。

リ リース転送を使用した外線通話のテス ト

リ リ ース転送を使用し て外線通話をテス ト する

ステ ッ プ  1 電話機 2 で、 外線に接続する ために必要なア ク セ ス  コー ド を入力し、 外部発信者が Unity 
Connection に直接ダ イ ヤルする ために使用する番号を入力し ます。

ステ ッ プ  2 [ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] で、 どのポー ト が こ の通話を処理する かを確認し ます。

表 5-1 [メ ッ セージ受信イ ンジケータの編集 （Edit Message Waiting Indicator） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

[有効 （Enabled） ] こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、 テ ス ト  ユーザの MWI が有効に
な り ます。

[表示名 （Display 
Name） ]

デフ ォル ト をそのま ま使用する か、 別の名前を入力し ます。

Inherit User's 
Extension （ユーザ
の内線番号を継承）

こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする と 、 電話機 1 の MWI が有効にな り
ます。
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ステ ッ プ  3 オープニン グ  グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた ら、 電話機 1 の内線番号を入力し ます。 オープニン
グ  グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた場合、 そのポー ト は正し く 設定されています。

ステ ッ プ  4 電話機 1 の呼び出し音が鳴る こ と と 、 電話機 2 で呼び出し ている音が聞こ え る こ と を確認し ま
す。 呼び出し てい る音が聞こ えた場合、 Unity Connection が正し く 通話を リ リ ース し、 電話機 1 
に転送し た と 判断で き ます。

ステ ッ プ  5 電話機 1 を無応答のま まに し、 その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル （Idle） ] に変
化し た こ と を確認し ます。 こ の状態は、 リ リ ース転送が正常に行われた こ と を示し ています。

ステ ッ プ  6 電話シ ス テムが待機する よ う に設定さ れている呼び出し音の回数が経過し た後に通話が Unity 
Connection に転送さ れる こ と 、 およびテ ス ト  ユーザ用のグ リ ーテ ィ ングが再生さ れる こ と を確
認し ます。 グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた場合、 応答さ れなかった通話 と 通話転送情報を電話シ
ス テムが Unity Connection に転送し、 Cisco Unity Connection がその情報を正し く 解釈し た と 判
断で き ます。

ステ ッ プ  7 Port Monitor で、 どのポー ト が こ の通話を処理する かを確認し ます。

ステ ッ プ  8 テ ス ト  ユーザへの メ ッ セージを残し、 電話機 2 を切 り ます。

ステ ッ プ  9 [ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] で、 その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル （Idle） ] 
に変化し た こ と を確認し ます。 こ の状態は、 通話の終了時にポー ト が正常に リ リ ース された こ
と を示し ています。

ステ ッ プ  10 電話機 1 の MWI がア ク テ ィ ブになってい る こ と を確認し ます。 MWI がア ク テ ィ ブになってい
る場合、 MWI をオンにする こ と に関し て電話シ ス テム と  Unity Connection が正常に連動し てい
る と 判断で き ます。

メ ッ セージ再生機能のテス ト

メ ッ セージ再生機能をテス ト する

ステ ッ プ  1 電話機 1 で、 Unity Connection の内部パイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。

ステ ッ プ  2 パス ワー ド の入力を求め られた ら、 テ ス ト  ユーザのパス ワー ド を入力し ます。 パス ワー ド の入
力を求める音声が再生さ れた場合、 必要な通話情報を電話シ ス テムが Unity Connection に送信
し、 Cisco Unity Connection がその情報を正し く 解釈し た と 判断で き ます。

ステ ッ プ  3 録音し たテ ス ト  ユーザの音声名が再生さ れる こ と を確認し ます （テ ス ト  ユーザの名前を録音
し なかった場合は、 電話機 1 の内線番号が再生さ れます）。 録音し た名前が再生さ れた場合、
Unity Connection がユーザを内線番号で正し く 識別し た と 判断で き ます。

ステ ッ プ  4 メ ッ セージを聞き ます。

ステ ッ プ  5 メ ッ セージを聞いた ら、 メ ッ セージを削除し ます。

ステ ッ プ  6 電話機 1 の MWI が非ア ク テ ィ ブになってい る こ と を確認し ます。 MWI が非ア ク テ ィ ブになっ
ている場合、 MWI をオフにする こ と に関し て電話シ ス テム と  Unity Connection が正常に連動し
ている と 判断で き ます。

ステ ッ プ  7 電話機 1 を切 り ます。

ステ ッ プ  8 [ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] で、 その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル （Idle） ] 
に変化し た こ と を確認し ます。 こ の状態は、 通話の終了時にポー ト が正常に リ リ ース された こ
と を示し ています。
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Cisco Unity Connection での監視転送の設定

Cisco Unity Connection で監視転送を設定する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection Administrationで、テ ス ト  ユーザの [転送オプシ ョ ンの編集 （Edit Transfer 
Option） ] ページの [転送タ イ プ （Transfer Type） ] フ ィ ール ド にあ る  [転送を監視する
（Supervise Transfer） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [待機する呼び出し回数 （Rings to Wait For） ] フ ィ ール ド に 3 と 入力し ます。

ステ ッ プ  3 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 [Cisco Unity Connection Administration （Cisco Unity Connection Administration） ] ウ ィ ン ド ウ を最
小化し ます。

[Unity Connection 管理 （Connection Administration） ] ウ ィ ン ド ウは、 後の手順で再び使用する
ので閉じ ないで く だ さ い。

監視転送のテス ト

監視転送をテス ト する

ステ ッ プ  1 電話機 2 で、 外線に接続する ために必要なア ク セ ス  コー ド を入力し、 外部発信者が Unity 
Connection に直接ダ イ ヤルする ために使用する番号を入力し ます。

ステ ッ プ  2 [ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] で、 どのポー ト が こ の通話を処理する かを確認し ます。

ステ ッ プ  3 オープニン グ  グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた ら、 電話機 1 の内線番号を入力し ます。 オープニン
グ  グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れた場合、 そのポー ト は正し く 設定さ れています。

ステ ッ プ  4 電話機 1 の呼び出し音が鳴る こ と と 、 電話機 2 で呼び出し ている音が聞こ えない こ と を確認し
ます。 その代わ り に、 通話が保留中であ る と 判断で き る よ う に電話シ ス テムで使用する音 （音
楽など） を再生する必要があ り ます。

ステ ッ プ  5 電話機 1 を無応答のま まに し、 その通話を処理し てい る ポー ト の状態が [ビジー （Busy） ] に変
化し た こ と を確認し ます。 こ の状態にな り 、 保留中であ る こ と を示す音が聞こ えた場合、 Unity 
Connection は転送を監視し ています。

ステ ッ プ  6 呼び出し音が 3 回鳴ってか ら、 テ ス ト  ユーザ用のグ リ ーテ ィ ングが再生さ れる こ と を確認し ま
す。 グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れる のは、 Unity Connection が管理対象の転送通話を正常に再発
信し た こ と を意味し ます。

ステ ッ プ  7 グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れている間に電話機 2 を切 り ます。

ステ ッ プ  8 [ポー ト  モニ タ （Port Monitor） ] で、 その通話を処理し ている ポー ト の状態が [ア イ ド ル （Idle） ] 
に変化し た こ と を確認し ます。 こ の状態は、 通話の終了時にポー ト が正常に リ リ ース された こ
と を示し ています。

ステ ッ プ  9 [ポー リ ン グの停止 （Stop Polling） ] を選択し、 [RTMT] を終了し ます。
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テス ト  ユーザの削除

テス ト  ユーザを削除する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection Administration で [ユーザ （Users） ] を展開し、 [ユーザ （Users） ] を選択
し ます。

ステ ッ プ  2 [ユーザの検索 （Search Users） ] ページで、 テ ス ト  ユーザの左側にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオ
ンに し ます。

ステ ッ プ  3 [選択項目の削除 （Delete Selected） ] を選択し ます。

Cisco Unified CM の認証と暗号化のテス ト

Unity Connection で Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を設定し ている場合は、次の手順を実行し
ます。

Cisco Unified CM の認証と暗号化をテス ト するには

ステ ッ プ  1 電話機 1 で、 Cisco Unity Connection の内部パイ ロ ッ ト 番号をダ イ ヤルし ます。

ステ ッ プ  2 電話機の LCD に認証ア イ コ ン と 暗号化ア イ コ ンのいずれか （ま たは両方） が表示さ れる こ と
を確認し ます。

ステ ッ プ  3 電話機 1 を切 り ます。
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C H A P T E R 6

複数の連動用の新しいユーザ テンプレー ト
の追加

はじめに
最初の電話シ ス テム連動を作成する と 、 その電話シ ス テムが、 デフ ォル ト のユーザ テンプレー
ト で自動的に選択さ れます。 こ の電話シ ス テム連動を作成し たあ と で追加し たユーザは、 デ
フ ォル ト で こ の電話シ ス テムに割 り 当て られます。

ただ し、 追加の電話シ ス テム連動を作成する たびに、 ユーザを新し い電話シ ス テムに割 り 当て
る適切なユーザ テンプレー ト を新たに追加する必要があ り ます。 新し い電話シ ス テムに割 り 当
て る新し いユーザを追加する前に、 新し いテンプレー ト を追加する必要があ り ます。

新し いユーザ テンプレー ト の追加の詳細、 ま たは新規ユーザを追加する際のユーザ テンプ
レー ト 選択の詳細については、 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection, Release 
11.x』 の 「User Attributes」 の章に記載さ れている 「User Templates」 の項を参照し て く だ さ い。
こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag
x.html か ら入手可能です。
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ボイス メ ッ セージ ポー ト 数の変更

既存の連動で、 Cisco Unified Communications Manager と  Cisco Unity Connection のボ イ ス  メ ッ
セージ ポー ト 数を変更する には、 次の項に従って く だ さ い。

Cisco Unified CM の管理 のボイス メール ポー ト 数を変更する

Cisco Unified CM サーバで、 [Cisco ボ イ ス メ ール ポー ト  ウ ィ ザー ド （Cisco Voice Mail Port 
Wizard） ] を使用し て、 ボ イ ス メ ール ポー ト 数を変更し ます。 その場合は、 次の ト ピ ッ ク を参
照し て く だ さ い。

 • [Cisco ボ イ ス メ ール ポー ト  ウ ィ ザー ド （Cisco Voice Mail Port Wizard） ] を使用し て Cisco 
Unified CM Administration にボ イ ス メ ール ポー ト を追加する には、 該当する  Cisco 
Unified CM バージ ョ ン向けの章で 「ボ イ ス メ ール ポー ト を  Cisco Unified CM に接続する」
手順を参照し て く だ さ い。

 • [Cisco ボ イ ス メ ール ポー ト  ウ ィ ザー ド （Cisco Voice Mail Port Wizard） ] を使用し て Cisco 
Unified CM Administration のボ イ ス メ ール ポー ト を削除する には、 Cisco Unified CM 
Administration の [ヘルプ （Help） ] を参照し て く だ さ い。

Cisco Unity Connection Administration にボイス メ ッ セージ ポー ト を追加
する

Cisco Unity Connection Administration にボイス メ ッ セージ ポー ト を追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection Administration で、 [テ レ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] を展開
し、 [ポー ト （Port） ] を選択し ます。

（注） Unity Connection で追加で き る ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の最大数は、仮想マシンの OVA テンプ
レー ト に よ って異な り ます。

ステ ッ プ  2 [ポー ト の検索 （Search Ports） ] ページの [ポー ト の検索結果 （Port Search Results） ] で、 [新規追
加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [ポー ト の新規作成 （New Port） ] ページで適切な設定を入力し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。
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注意 コールへの応答用に設定し たポー ト 数 と 、 発信用に設定し たポー ト 数が適切であ る こ と
を確認し ます。 そ う し ない と 、 連動が正常に機能し ません。 詳細については、
「Cisco Unity Connection に よ る ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の使用方法の計画」 の章を参照
し て く だ さ い。

ステ ッ プ  4 Cisco Unified CM 認証および暗号化を使用し ない場合は、 手順を省略し てステ ッ プ 10 に進みま
す。

Cisco Unified CM の認証 と 暗号化を使用する場合、 Cisco Unity Connection Administration で [テ
レ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] > [セキ ュ リ テ ィ （Security） ] を展開し、 [ルー ト 証
明書 （Root Certificate） ] を選択し ます。

注意 ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト が所属する ポー ト  グループの [サーバの編集 （Edit Servers） ] 
ページで、 TFTP サーバが設定されている こ と を確認し ます。 これを行わない と 、 Cisco 
Unified CM の認証 と 暗号化で連動が正常に機能し ません。

ステ ッ プ  5 [ルー ト 証明書の表示 （View Root Certificate） ] ページで、 [右ク リ ッ ク し て証明書を フ ァ イル と
し て保存 （Right-Click to Save the Certificate as a File） ] の リ ン ク部分を右ク リ ッ ク し て、 [名前
を付けて保存 （Save Target As） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 [名前を付けて保存 （Save As） ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 Unity Connection ルー ト 証明書を フ ァ
イル と し て保存する場所を参照し ます。

ステ ッ プ  7 Cisco Unified CM 5.x 以降では、 [フ ァ イル名 （File Name） ] フ ィ ール ド で、 拡張子が .pem であ
る （.htm ではない） こ と を確認し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

注意 証明書は、 こ のス テ ッ プで説明する拡張子が付いたフ ァ イル と し て保存する必要があ り
ます。 そ う し ない と 、 Cisco Unified CM で証明書が認識さ れません。 
 

Cisco Unity Connection が Cisco Unified CM 4.x および Cisco Unified CM 5.x 以降のサーバ
と 連動される場合、 こ の .pem フ ァ イルを  Cisco Unified CM 5.x 以降のサーバに コ ピー
し、 こ の .0 フ ァ イルを  Cisco Unified CM 4.x サーバに コ ピーする必要があ り ます。 こ れ
を行わない と 、 認証および暗号化が正し く 機能し ません。

ステ ッ プ  8 [ダ ウ ン ロー ド の完了 （Download Complete） ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 [閉じ る （Close） ] を選
択し ます。

ステ ッ プ  9 次の手順に従って、 こ の Cisco Unified CM 電話シ ス テム連動にあ るすべての Cisco Unified CM 
サーバに Unity Connection ルー ト 証明書をア ッ プ ロー ド し ます。

注意 Cisco Unified CM 認証がすぐに機能する ためには、 Unity Connection シ ス テム  ク ロ ッ ク
と  Cisco Unified CM シ ス テム  ク ロ ッ ク が同期し てい る必要があ り ます。同期し ていない
場合、 Cisco Unified CM シ ス テム  ク ロ ッ ク が Unity Connection デバイ ス証明書の タ イ ム
ス タ ンプを超え る まで、Cisco Unified CM は Cisco Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージン
グ  ポー ト の登録を許可し ません。
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a. Cisco Unified CM サーバで、 [Cisco Unified オペレーテ ィ ング  シ ス テムの管理 （Cisco 
Unified Operating System Administration） ] にサ イ ン イ ン し ます。

b. [Cisco Unified オペレーテ ィ ング  シ ス テムの管理 （Cisco Unified Operating System 
Administration） ] の [セキ ュ リ テ ィ （Security） ] メ ニ ューで、 [証明書の管理 （Certificate 
Management） ] を選択し ます。

c. [証明書の一覧 （Certificate List） ] ページで、 [証明書のア ッ プ ロー ド （Upload Certificate） ] 
を選択し ます。

d. [証明書のア ッ プ ロー ド （Upload Certificate） ] ページの [証明書の名前 （Certificate Name） ] 
ド ロ ッ プダ ウ ン  ボ ッ ク スで、 [CallManager の信頼性 （CallManager-trust） ] を選択し ます。

e. [ルー ト 証明書 （Root Certificate） ] フ ィ ール ド に、 Cisco Unity Connection のルー ト 証明書
を入力し ます。

f. [フ ァ イルのア ッ プ ロー ド （Upload File） ] フ ィ ール ド の右にあ る  [参照 （Browse） ] を選択
し ます。

g. [フ ァ イルの選択 （Choose File） ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ス テ ッ プ 7 で保存し た  
Cisco Unity Connection ルー ト 証明書を参照し ます。

h. 画面上の指示に従います。

i. Cisco Unified CM ク ラ ス タ内の残 り の Cisco Unified CM サーバすべてに対し て、 ス テ ッ プ 9a. 
か ら ス テ ッ プ 9h. を繰 り 返し ます。

j. Cisco Unity Connection Administration で、 [関連 リ ン ク （Related Links） ] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ
ス ト か ら  [テ レ フ ォ ニーの設定の確認 （Check Telephony Configuration） ] を選択し、 [移動
（Go） ] を選択し て Cisco Unified CM サーバへの Unity Connection を確認し ます。

テ ス ト に失敗し た場合は、 [タ ス ク の結果 （Task Results） ] リ ス ト に 1 つ以上の メ ッ セージ
が ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順 と 共に表示さ れます。 問題を解決し た後に、 も う 一度 Unity 
Connection をテ ス ト し て く だ さ い。

k. [タ ス ク の結果 （Task Results） ] ウ ィ ン ド ウで [閉じ る （Close） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  10 Cisco Unity Connection Administrationか ら サ イ ン  ア ウ ト し ます。

Cisco Unity Connection Administration のボイス メ ッ セージ ポー ト を削除
する

Cisco Unity Connection Administration のボイス メ ッ セージ ポー ト を削除する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection Administration で、 [テ レ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] を展開
し、 [ポー ト （Port） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ポー ト の検索 （Search Ports） ] ページの [ポー ト の検索結果 （Port Search Results） ] で、 削除す
る ボ イ ス  メ ッ セージン グ  ポー ト の横にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ  3 [選択項目の削除 （Delete Selected） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 必要に応じ て、 ポー ト  グループ内の残 り のボ イ ス  メ ッ セージン グ  ポー ト で設定を変更し、
コールへの応答のために設定さ れている ボ イ ス  メ ッ セージン グ  ポー ト の数 と 、 発信のために
設定さ れている ボ イ ス  メ ッ セージン グ  ポー ト の数が適切にな る よ う に し ます。
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ステ ッ プ  5 Cisco Unity Connection Administration の [関連 リ ン ク （Related Links） ] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト
で [テ レ フ ォ ニーの設定の確認 （Check Telephony Configuration） ] を選択し、 [移動 （Go） ] を選
択し て電話シ ス テムの連動の設定を確認し ます。

テ ス ト に失敗し た場合は、 [タ ス ク の実行結果 （Task Execution Results） ] に 1 つ以上の メ ッ セー
ジが ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順 と 共に表示さ れます。 問題を解決し た後に、 も う 一度 Unity 
Connection をテ ス ト し て く だ さ い。

ステ ッ プ  6 [タ ス ク の実行結果 （Task Execution Results） ] ウ ィ ン ド ウで [閉じ る （Close） ] を選択し、
Cisco Unity Connection Administration か ら サ イ ンア ウ ト し ます。
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Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP 

A
 P P E N D I X A

Cisco Unity Connection ボイス メ ッ セージ 
ポー ト の Cisco Unified Communications 
Manager 認証および暗号化

はじめに
Cisco Unity Connection シ ス テムの脆弱性のポテンシ ャル ポ イ ン ト は、Unity Connection と  Cisco 
Unified Communications Manager の接続です。 次の よ う な脅威が発生する可能性があ り ます。

 • 中間者攻撃 （Cisco Unified CM と  Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト と の間で流れ
る情報を攻撃者が監視し て改変する プ ロ セス）

 • ネ ッ ト ワーク  ト ラ フ ィ ッ ク  ス ニフ ィ ン グ （Cisco Unified CM、 Cisco Unity Connection ボ イ
ス  メ ッ セージ  ポー ト 、および Cisco Unified CM で管理さ れる  IP Phone 間でや り 取 り さ れる
電話機同士の会話やシグナ リ ン グ情報を、 攻撃者が ソ フ ト ウ ェ アを使用し てキ ャ プチャす
る プ ロ セス）

 • Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト と  Cisco Unified CM 間の コールシグナ リ ン グの
変更

 • Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト と エン ド ポ イ ン ト （電話機やゲー ト ウ ェ イ など）
と の間の メ デ ィ ア  ス ト リ ームの改変

 • Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の ID 盗用 （Unity Connection 以外のデバイ スが 
Cisco Unified CM に対し て Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト にな り すますプロセス）

 • Cisco Unified CMサーバの ID 盗用 （Cisco Unified CM 以外のサーバが Unity Connection ボ イ
ス  メ ッ セージ  ポー ト に対し て  Cisco Unified CM サーバにな り すますプ ロ セス）

Cisco Unified CM のセキュ リ テ ィ 機能
Cisco Unified CM は、 上記の脅威に対し て、 Unity Connection と の接続をセキ ュ リ テ ィ で保護す
る こ と ができ ます。 Unity Connection で使用される  Cisco Unified CM のセキ ュ リ テ ィ 機能を表 
A-1 に示し ます。
A-1
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Cisco Unified CM のセキュ リ テ ィ 機能
表 A-1 Unity Connection で使用される Cisco Unified CM のセキュ リ テ ィ 機能

セキュ リ テ ィ 機能 説明

シグナ リ ング認証 ト ラ ン スポー ト 層セキ ュ リ テ ィ （TLS） プ ロ ト コルを使用し て、 シ
グナ リ ン グ  パケ ッ ト が転送中に改ざん さ れていない こ と を検証する
プ ロ セスです。 シグナ リ ン グ認証は Cisco 証明書信頼 リ ス ト （CTL）
フ ァ イルの作成に依存し ます。

脅威への対処 ： こ の機能は、 次の脅威か ら保護し ます。

 • Cisco Unified CM と  Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト
の間の情報フ ローを改変する中間者攻撃。

 • コールシグナ リ ン グの改変。

 • Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の ID 盗用。

 • Cisco Unified CM サーバの ID 盗用。

デバイ ス認証 デバイ スの ID を検証し てエンテ ィ テ ィ が正当な も のであ る こ と を
確認する プ ロ セスです。 こ の処理は、 各デバイ スが他のデバイ スの
証明書を受け入れる と き に、 Cisco Unified CM と  Unity Connection 
ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト の間で行われます。 証明書が受け入れら
れる と 、 デバイ ス間に安全な接続が確立さ れます。 デバイ ス認証は 
Cisco 証明書信頼 リ ス ト （CTL） フ ァ イルの作成に依存し ます。

脅威への対処 ： こ の機能は、 次の脅威か ら保護し ます。

 • Cisco Unified CM と  Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト
の間の情報フ ローを改変する中間者攻撃。

 • メ デ ィ ア  ス ト リ ームの改変。

 • Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ ポー ト の ID 盗用。

 • Cisco Unified CM サーバの ID 盗用。
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Cisco Unified CM のセキュ リ テ ィ 機能   
シグナ リ ング暗号化 暗号化の方法を使用し て、 Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ ポー
ト と Cisco Unified CM の間で送信さ れるすべての SCCP および SIP 
シグナ リ ン グ  メ ッ セージの機密を保護する プ ロ セスです。 シグナ リ
ン グ暗号化に よ って、 相手に関連する情報、 相手が入力し た DTMF 
番号、 通話の状態、 メ デ ィ ア暗号キーなどの情報が意図し ないア ク
セスや不正なア ク セスか ら保護さ れる こ と が保証されます。

脅威への対処 ： こ の機能は、 次の脅威か ら保護し ます。

 • Cisco Unified CM と  Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト
の間の情報フ ローを監視する中間者攻撃

 • Cisco Unified CM と  Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト
の間のシグナ リ ン グ情報フ ローを監視する ネ ッ ト ワーク  ト ラ
フ ィ ッ ク  ス ニフ ィ ン グ

メ デ ィ アの暗号化 暗号化の手順を使用し て、 メ デ ィ アの機密を保持する プ ロ セスで
す。 こ のプ ロ セスは、 IETF RFC 3711 で定義さ れた Secure Real Time 
Protocol （SRTP） を使用し、 目的の受信者だけが Unity Connection 
ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト と エン ド ポ イ ン ト （電話機やゲー ト ウ ェ
イ など） と の間の メ デ ィ ア  ス ト リ ーム を変換で き ます。 サポー ト さ
れている のは、 音声ス ト リ ームだけです。 メ デ ィ ア暗号化には、 デ
バイ ス用の メ デ ィ ア  マス ター キー ペアの作成、 Unity Connection と
エン ド ポ イ ン ト へのキーの配布、 さ ら にはキーの転送中の安全確保
が含まれます。 Unity Connection と エン ド ポ イ ン ト は、 そのキーを
使用し て メ デ ィ ア  ス ト リ ームの暗号化 と 復号化を行います。

脅威への対処 ： こ の機能は、 次の脅威か ら保護し ます。

 • Cisco Unified CM と  Unity Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト
の間の メ デ ィ ア  ス ト リ ーム を傍受する中間者攻撃

 • Cisco Unified CM が管理する  Cisco Unified CM、 Unity 
Connection ボ イ ス  メ ッ セージ  ポー ト 、および IP Phone の間を流
れる電話通話を盗聴する ネ ッ ト ワーク  ト ラ フ ィ ッ ク のス ニフ ィ
ン グ

セキュ リ テ ィ 機能 説明
A-3
Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP イ ンテグレーシ ョ ン  ガイ ド  リ リ ース 11.x            



付録 A      Cisco Unity Connection ボイス メ ッ セージ ポー ト の Cisco Unified Communications Manager 認証および暗号化                 

Cisco Unified CM のセキュ リ テ ィ 機能
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Cisco Unity Connection 向け Cisco Unified Communications Manager SCCP 

A
 P P E N D I X B

Cisco Unified Communications Manager 連動へ
の Cisco Unified Communications Manager 
Express の追加

はじめに
Cisco Unity Connection では、 Cisco Unified CM サーバおよび Cisco Unified Communications 
Manager Express サーバのポー ト  グループを持つ Cisco Unified Communications Manager 電話シ
ス テム連動を統合で き ます。 こ の設定は通常、 WAN リ ン ク がダ ウ ン し た場合にブ ラ ンチ オ
フ ィ スで呼処理機能を維持する ために使用さ れます。

次の考慮事項があ り ます。

 • Cisco Unified CM Express および Unity Connection のバージ ョ ンは、 Cisco Unity Connection 
の互換性マ ト リ ク ス
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_device_support_tables_list.html） でサ
ポー ト さ れる組み合わせであ る必要があ り ます。

 • Cisco Unified CM 電話シ ス テム連動は通常、 Cisco Unified CM Express を追加する前にすで
に作成さ れています。

Cisco Unified CM 電話システム連動に Cisco Unified CM Express サーバを追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection Administrationで [テ レ フ ォ ニー統合 （Telephony Integrations） ] を展開し、
[ポー ト  グループ （Port Group） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [ポー ト  グループの検索 （Search Port Groups） ] ページで、 Cisco Unified CM サーバのポー ト  グ
ループの名前を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [ポー ト  グループの基本設定 （Port Group Basics） ] ページの [編集 （Edit） ] メ ニ ューで、 [サー
バ （Servers） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 [サーバの編集 （Edit Servers） ] ページの [Cisco Unified Communications Manager] で、 [追加
（Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 新し い行で、 次の設定を入力し ます。
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はじめに
表 B-1 Cisco Unified CM Express サーバの設定

ステ ッ プ  6 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  7 [編集 （Edit） ]  メ ニ ューで、 [詳細設定 （Advanced Settings） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  8 [詳細設定の編集 （Edit Advanced Settings） ] ページの [応答後の待機時間 （Delay After Answer） ] 
フ ィ ール ド で、 1000 と 入力し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  9 [編集 （Edit） ] メ ニ ューで、 [ポー ト  グループの基本設定 （Port Group Basics） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  10 [ポー ト  グループの基本設定 （Port Group Basics） ] ページの [関連 リ ン ク （Related Links） ] ド
ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト で、 [ポー ト  グループのテス ト （Test Port Group） ] を選択し、 [移動 （Go） ] 
を選択し て、 Cisco Unified CM Express ポー ト  グループ設定を確認し ます。

ステ ッ プ  11 テ ス ト に よ って進行中の コールが終了さ れる と い う プ ロ ンプ ト が表示された ら、 [OK] を選択し
ます。

テ ス ト に失敗し た場合は、 [タ ス ク の実行結果 （Task Execution Results） ] に 1 つ以上の メ ッ セー
ジが ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ手順 と 共に表示さ れます。 問題を解決し た後に、 も う 一度 Unity 
Connection をテ ス ト し て く だ さ い。

ステ ッ プ  12 [タ ス ク の実行結果 （Task Execution Results） ] ウ ィ ン ド ウで [閉じ る （Close） ] を選択し、
Cisco Unity Connection Administration か ら サ イ ンア ウ ト し ます。

フ ィ ール ド 設定

[順序 （Order） ] Cisco Unified CM よ り 大きい数を入力し ます。 数値の最も小さ いサーバ
がプ ラ イ マ リ  Cisco Unified CM サーバで、 数値がプ ラ イ マ リ よ り も大き
い場合はセカ ンダ リ  サーバです。

[IPv4 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名 （IPv4 Address 
or Host Name） ]

Cisco Unified CM ポー ト  グループに追加する  Cisco Unified CM Express 
サーバの IP ア ド レ ス （ま たはホ ス ト 名） を入力し ます。

[IPv6 ア ド レ ス /ホ ス
ト 名 （IPv6 Address 
or Host Name） ]

使用し ないで く だ さ い。 IPv6 は、 Cisco Unified CM Express 電話シ ス テ
ム連動ではサポー ト されていません。

[ポー ト （Port） ] Cisco Unified CM ポー ト  グループに追加する  Cisco Unified CM Express 
サーバの TCP ポー ト を入力し ます。 デフ ォル ト 設定を使用する こ と を
推奨し ます。

[TLS ポー ト （TLS 
Port） ]

Cisco Unified CM ポー ト  グループに追加する  Cisco Unified CM Express 
サーバの TLS ポー ト を入力し ます。 デフ ォル ト 設定を使用する こ と を
推奨し ます。

[サーバ タ イ プ
（Server Type） ]

[Cisco Unified Communications Manager Express] を選択し ます。
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